
第1章　にぎわいひろがる　産業のまちづくり　実施計画進行状況報告書

1.農林業の振興
2.水産業の振興
3.観光産業の振興
4.商業サービス業の振興
5.工業・地場産業の振興
6.雇用機会の確保と安定



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

農業グループ 6,387

これまでの成果と
今後の課題

5,930

事業費

2,426

事業費 32,325 事業費 2,325 事業費

一般会計

110103

予算の妥当性

地場産品開発販売促進業務委託
地場産品開発セミナー開催事業委託

地場産品開発販売促進業務委託
いなぎ市民祭での地場産品販売事業

☆☆

融資利子補給事業　２事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化

これまでの効果

決算額

事業費

5,930

前年度決算

110101

10620

暮らしづくりＰＬ

2,325

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ

個別計画

2,325

地場産品開発販売促進業務委託
いなぎ市民祭での地場産品販売事業

ローリ
ング前

進⾏状況

事業費

地場産品開発販売促進業務委託

☆☆

2,325

事業費 5,8436,387

2,206

地場産品開発販売促進業務委託

本年度予算

地場産品開発販売促進業務委託
いなぎ市民祭での地場産品販売事業

地場産品開発販売促進業務委託

事業費

地場産品開発販売促進業務委託
いなぎ市民祭での地場産品販売事業
６次産業化施設整備事業補助

【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

2,426 2,426

事業費

【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

2,426

事業費 5,843― ― ―

5,843

営農に必要となる資⾦
や災害復旧に要する資
⾦の融資に係る利⼦補
給を⾏い、農業者の負
担軽減につながってい
る。

3年間の事業費 36,975
32,325

事業費 事業費

☆☆

農業関係資⾦の適正な融資及び利⼦補給

地場産品開発販売促進業務委託
いなぎ市⺠祭での地場産品販売事業

これまでの成果と
今後の課題

継続

ローリ
ング後

ローリ
ング後

今後の方向性

融資利子補給事業　２事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化

5,930

会計名称 一般会計

個別計画

3年間の事業費

事  業  名

事業費

110688

7,278

【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

前年度決算
【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

維持

融資利子補給事業　２事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化

事業費 6,387 事業費

融資利子補給事業　３事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・
22高温多湿利子

ローリ
ング後

ローリ
ング前

融資利子補給事業　３事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・
22高温多湿利子

融資利子補給事業　２事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化

事業費

稲城市へ地場産品を発
送することによるＰＲ
に加え、小中学校給食
への食材提供を通じ、
児童生徒が大空町を知
る良い機会となってい
る。地場産品開発セミ
ナーでは、ドレッシン
グが商品化されてい
る。

―

継続

進⾏状況

【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

事業費

事 業 概 要（３年間の概要）

事業費

①-２

10626

☆☆

地場産品販売促進事業

笑顔
ＰＪ

―

2,810

施策事業Ｎｏ ①-３
事 業 概 要（３年間の概要）

☆☆
予算の妥当性

維持

ローリ
ング前

2,385
予算の妥当性

維持

事  業  名

2,426 2,426

施策事業Ｎｏ ①-１ 【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

事業費

これまでの効果

個別計画

本年度予算

【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

【臨時事務1人】
農業再生協議会への補助

決算額

農業グループ 2,426 2,426 2,426

― ―
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

110102 3年間の事業費 18,160

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

経営所得安定対策事業
農業経営の安定と国内生産⼒の確保

会計名称 一般会計

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
融資利子補給事業　４事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・
21冷湿害・22高温多湿利子

融資利子補給事業　４事業
農業振興資金振興資金・経営基盤強化・
21冷湿害・22高温多湿利子

☆☆
今後の方向性

決算額 6,627 事業費 6,736 継続

今後の方向性

農業グループ

会計名称

2,325 2,325

笑顔
ＰＪ ―

賑いづくりＰＬ

2,325

農業関係資⾦対策事業

2,452

事業費

諸外国との生産条件格
差から生ずる不利を補
正する交付⾦事業を実
施している。農業者の
経営の安定に大きく寄
与している。



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

275 事業費

①-５

農政推進協議会補助⾦

個別計画
農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

暮らしづくりＰＬ

事業費

進⾏状況前年度決算 本年度予算

決算額

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

ローリ
ング前

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

継続

予算の妥当性

維持

659事業費 659

275

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

これまでの効果

☆☆
今後の方向性

事業費 659

農業グループ

―

事  業  名
施策事業Ｎｏ ①-６

― ―

個別計画

275

予算の妥当性
☆☆

事 業 概 要（３年間の概要）

ローリ
ング後

110105

事業費

人件費の一部を補助す
ることにより農業者の
税申告に寄与している

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

事業費 275

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

決算額

☆☆
これまでの成果と

今後の課題
農政推進協議会への人件費の補助 今後の方向性

50

825

―

進⾏状況

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

ローリ
ング後

ローリ
ング前

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理ローリ

ング前

50 改善

ローリ
ング後

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

事業費

事業費 659

事業費

事業費

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆

128

事業費 50

継続

これまでの効果

事業費

維持

50

決算額 658

事業費

事業費

―

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

50

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

50

予算の妥当性

維持

10614

―

275110106 3年間の事業費

659

会計名称 一般会計

659

―
農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

事業費659 事業費

これまでの成果と
今後の課題

659

― ―

農作業における安全対策及び農業用廃プラスチック
等適正対策への補助

農作業安全の啓蒙、看
板の設置、研修会の開
催、廃プラ等の適正処
理が⾏われるよう活動
している。

10688

事業費事業費 659

659

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

☆☆

事業費

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理、先進地視察等

10613

事業費

事 業 概 要（３年間の概要）
前年度決算

施策事業Ｎｏ

人づくりＰＬ

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

会計名称 一般会計

笑顔
ＰＪ

暮らしづくりＰＬ

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理、先進地視察等

1503年間の事業費

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

暮らしづくりＰＬ

275

275

農政推進協議会への補助
人件費（事務員6人）等

会計名称 一般会計

275 275 275

個別計画

3年間の事業費 1,977

275

事  業  名

施策事業Ｎｏ

110104

事  業  名

①-４ 農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理、先進地視察等

農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理

本年度予算 これまでの効果

農⺠協議会補助⾦

農民協議会への補助
人件費（事務員4人）等

農業グループ

農業グループ

事業費
農業安全推進委員会への補助
看板設置、廃プラ処理

☆☆
今後の方向性農政改革推進運動や作

付実態調査、税申告に
伴う営農指導などを
⾏っており、農政諸問
題の解決や税申告の推
進に寄与している。

営農指導体制の確⽴を図るための⼥満別農⺠協議会
への支援

50

農業安全推進委員会補
助⾦

賑いづくりＰＬ



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ

施策事業Ｎｏ

ローリ
ング後

農業推進機関関連一般経費 農業推進機関関連一般経費 農業推進機関関連一般経費

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

継続

これまでの効果

288

事業費 360 事業費

賑いづくりＰＬ

①-９
事  業  名

261

☆☆

110108

施策事業Ｎｏ

288 288

個別計画

笑顔
ＰＪ

110107

事  業  名

一般会計

個別計画
農業推進機関関連一般経費

3年間の事業費 1,080

農業推進協議会等への
加盟により、各種情報
の早期入手に努め関係
農業団体の育成を図っ
ている。

360

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

☆☆
今後の方向性

前年度決算

農業⻘年の育成と住⺠参加による農業振興の推進

決算額

会計名称

①-７

14,617
14,629

減肥料・減農薬や有機
農業の取組など環境保
全効果の高い営農活動
を実施する農業者は
年々増加傾向にある。
国も含め、予算不⾜が
懸念され、予算確保が
重要となる。

3年間の事業費 43,887 14,617事業費

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　204ｈａ

暮らしづくりＰＬ

13,898 事業費

今後の方向性

15,657 継続

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　204ｈａ

事業費

維持

事業費 14,629

ローリ
ング前

環境保全効果の高い営農活動の推進・支援
☆☆

事業費

― ― ―

10610
288

予算の妥当性

事業費 288

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

288 事業費

360 事業費

これまでの効果

☆☆

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

維持

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　204ｈａ

前年度決算

10611

事業費

事業費

360

本年度予算

事業費

進⾏状況

360 事業費

これまでの効果進⾏状況

289
今後の方向性

ローリ
ング前

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

農業推進機関関連一般経費 農業推進機関関連一般経費

継続

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

本年度予算

農業総務一般事務費

335

暮らしづくりＰＬ

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

農業⻘年が主体となっ
て開催される収穫感謝
まつりへ助成すること
により、農業⻘年の育
成と地産地消を始めと
した住⺠参加による農
業振興が推進されてい
る。

収穫感謝まつり補助金
10月下旬イベント開催、地元農産物販売等

会計名称

維持

事業費

事 業 概 要（３年間の概要）

各種農業推進機関への加盟により、各種情報の早期
入手に努め関係農業団体の育成を図る

人づくりＰＬ笑顔
ＰＪ 288

暮らしづくりＰＬ

288

これまでの成果と
今後の課題

ローリ
ング前

事業費

― ― ―

農業グループ

事業費 14,617

288

事 業 概 要（３年間の概要）

一般会計

①-８

農業グループ

360

農業グループ

会計名称

決算額

事  業  名

前年度決算

14,629

事業費

一般会計

事業費

これまでの成果と
今後の課題

―

14,629

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

個別計画

360

人づくりＰＬ

14,629
環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　204ｈａ

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　204ｈａ

決算額

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　204ｈａ

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　235ｈａ

環境保全型農業直接支
援対策事業

―

☆☆

ローリ
ング後

3年間の事業費 864

賑いづくりＰＬ

笑顔
ＰＪ

☆☆

110109

―

360

本年度予算

予算の妥当性

360

収穫感謝まつり補助⾦

進⾏状況

360

ローリ
ング後

事業費

14,629

予算の妥当性

農業推進機関関連一般経費

環境保全型農業直接支援対策事業
取組面積　204ｈａ

農業推進機関関連一般経費

事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 29 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

人づくりＰＬ

―

間接補助事業により災
害による農業施設の復
旧や農業機械を導入す
ることにより、農業経
営体の経営安定化につ
ながっている。

会計名称 一般会計

個別計画

個別計画

施策事業Ｎｏ ①-１１

110111

笑顔
ＰＪ

2,000

笑顔
ＰＪ

事  業  名

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

事業費

進⾏状況

事業費

148063

― ―

個別計画

事  業  名

これまでの成果と
今後の課題

これまでの成果と
今後の課題

110110 3年間の事業費

進⾏状況

75,000

事業費 75,000

農業グループ

地域連携⻑いも高付加
価値化推進事業

3年間の事業費

事 業 概 要（３年間の概要）

会計名称 一般会計

施策事業Ｎｏ ①-１２

―

⻑いもの機能性商品の
開発及び産業課に対す
る提言
令和元年度事業終了

賑いづくりＰＬ

これまでの効果

予算の妥当性

経営体育成支援事業、ﾊｳｽ(高度環境制御
ｼｽﾃﾑ）：1棟、ＧＰＳｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(自動操舵)：16
台、種芋供給機：1台、ﾎﾟﾃﾄﾊｰﾍﾞｽﾀｰ：1台

事 業 概 要（３年間の概要）

⻑いもの機能性を生かした新商品の開発を⾏い、次
期基幹作物の研究拠点となる加工研究施設の構想を
策定する。

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

本年度予算

事業費

―

75,000

―

事業費 事業費

事業費

てん菜共同育苗施設育苗土焼土処理施設

事業費

ローリ
ング前

機能性商品の実証研究、機能性商品のＰＲ
活動、機能性商品の開発・商品化、製造・
販売に向けた調査・研究、特許管理

事業費

これまでの成果と
今後の課題

今後の方向性

今後の方向性

本年度予算

決算額 24,977

☆☆

事業費

☆☆

☆☆

事業費

賑いづくりＰＬ

進⾏状況
事 業 概 要（３年間の概要）

農業グループ

暮らしづくりＰＬ
ローリ
ング後

前年度決算

―

事業費強い農業づくり事業

①-１０施策事業Ｎｏ
事  業  名

一般会計会計名称

広域穀類乾燥調製貯蔵施
設整備事業

暮らしづくりＰＬ

―

決算額

ローリ
ング前

農業グループ

農畜産物の高品質・高付加価値化、低コスト化及び
食品流通の合理化等、地域における生産から流通・
消費までの対策を総合的に推進する。

75,000

〇

ローリ
ング後

事業計画のとおり施設
が完成した。今後は
ビーンズファクトリー
構想などに基づき、オ
ホーツク産穀類の付加
価値を高め、ブランド
化を目指す。

49,466
オホーツク産⾖類のブランド化と⾖類の適正な輪作
体系を確⽴するため、管内に点在している⾖類の調
製施設を再編合理化し、広域穀類乾燥調製貯蔵施設
を新たに整備する

外構舗装工事
完成祝賀会経費

☆☆

―
今後の方向性 予算の妥当性

事業費

完了

決算額

継続

☆☆
これまでの効果前年度決算 本年度予算

維持

てん菜種子乾燥施設

完了

事業費

農産物粉末化に対する需要額調査、機能
性農産品加工研究センター構想策定、網走
地域農業自立発展に対する提言書策定

事業費

前年度決算

事業費

事業費

これまでの効果

3,000

事業費

事業費

ローリ
ング後

予算の妥当性

不要

☆☆

暮らしづくりＰＬ

3年間の事業費

ローリ
ング前

事業費

110112

12,176

地域担い手育成支援タイプ
　ＧＰＳガイダンス等11台、
　トラクター３台、玉ねぎ移植機1台

事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 30 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

間接補助事業により省
⼒作業機械を導入する
ことで、⾺鈴しょ、て
ん菜の大規模畑作経営
に対応した農業の省⼒
化を図っている。

3年間の事業費

これまでの成果と
今後の課題①-１３

―

6団体（馬鈴しょ用作業機械等・てん菜用作
業機械等）58,713千円

施策事業Ｎｏ

110113

決算額

賑いづくりＰＬ

事 業 概 要（３年間の概要）

事業費

事業費

笑顔
ＰＪ

前年度決算
☆☆

事業費 36,114 完了58,713

4団体(馬鈴しょ用作業機械、てん菜用作業
機械、抵抗性品種導入事業）36,114千円

事業費

これまでの効果

事業費

進⾏状況

今後の方向性

事業費

⾺鈴しょ、てん菜、⾖類について畑作営農の大規模
化に対応するため、省⼒作業体系の導入や生産性向
上技術の導入等を支援し、規模拡大に対応した競争
⼒のある畑作産地への構造転換を図る。

畑作構造転換事業

会計名称 一般会計

事業費

個別計画

予算の妥当性

事  業  名

ローリ
ング後

ローリ
ング前

☆☆
本年度予算

―

農業グループ

― ―

暮らしづくりＰＬ人づくりＰＬ



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策②）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

・土づくり対策推進協議会への補助

・ＪＡめまんべつの緑肥種⼦助成、土壌分析 千円 千円

 事業への補助 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

・ＪＡオホーツクの土壌分析事業への補助
事業期間 28 〜 37

千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 29 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 地域振興課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

会計名称

― ― ― 事業費

決算額 4,642

農業グループ 4,793
10616

4,793 4,793

会計名称

ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ分析補助金 500
ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ対策補助金 800

事業費

ヘプタクロル残留対策
事業

今後の方向性

病害虫対策事業

☆☆

4,793

事 業 概 要（３年間の概要）

事業費
土づくり対策推進協議会補助 90
土づくり対策事業補助金 4,703

土づくり対策推進協議会補助 90
土づくり対策事業補助金 4,703

②-１ 土づくり対策推進協議会補助 90
土づくり対策事業補助金 4,703

事業に対する補助を⾏
うことにより、農業の
基本となる土づくりを
推進している

これまでの成果と
今後の課題

本年度予算
事 業 概 要（３年間の概要）

―

賑いづくりＰＬ人づくりＰＬ

会計名称

事業費

事  業  名

4,581

土づくり対策推進協議会補助 90
土づくり対策事業補助金 4,703

維持

今後の方向性

事業費事業費

土づくり対策推進協議会補助 90
土づくり対策事業補助金 4,703

4,343

ローリ
ング前

4,7934,793

前年度決算 これまでの効果

1,870事業費

4,793

☆☆

継続

土づくり対策推進協議会補助 90
土づくり対策事業補助金 4,552

☆☆

進⾏状況

事業費土づくり対策事業

施策事業Ｎｏ ②-３
事  業  名

110202

一般会計

農業グループ

施策事業Ｎｏ

土づくり対策推進協議会補助 90
土づくり対策事業補助金 4,703

事  業  名

110201

☆☆
予算の妥当性

―

事業費

暮らしづくりＰＬ

―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

予算の妥当性

ｼﾞｬｶﾞｲﾓｼﾛｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ緊急防除対策 473
ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ分析補助金 500
ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ対策補助金 800

これまでの効果

決算額

予算の妥当性

―

―

前年度決算

決算額

土づくり対策推進協議会補助 90
土づくり対策事業補助金 4,703

②-２

個別計画

事業費

3年間の事業費

今後の方向性

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

ローリ
ング後

事業費

賑いづくりＰＬ

事業費

ローリ
ング後

賑いづくりＰＬ

110621

施策事業Ｎｏ

維持

笑顔
ＰＪ

事業費

へプタクロルの残留状
況調査により、かぼ
ちゃの安全性が保たれ
ている。
平成３０年度からは、
ＪＡが直接北海道へ申
請する方式へ変更と
なった。

進⾏状況 これまでの効果

―

一般会計

ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ分析補助金 500
ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ対策補助金 800

ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ分析補助金 500
ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ対策補助金 800

暮らしづくりＰＬ

一般会計

継続

平成28年に本町で発生
が確認されたジャガイ
モシロシストセンチュ
ウは国の防除計画に基
づき駆除をし、本町で
もまん延、拡散防止対
策を実施している

ローリ
ング後

― 1,610

3年間の事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

事 業 概 要（３年間の概要）

かぼちゃの安全性確保に向けた農薬（へプタクロ
ル）の残留状況調査に対する補助

これまでの成果と
今後の課題

― 4,793 事業費

事業費

4,793

本年度予算

14,379

不要

事業費

ｼﾞｬｶﾞｲﾓｼﾛｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ緊急防除対策
1,966　ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ分析補助金 500
ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ対策補助金 800

事業費

ローリ
ング前

事業費

ローリ
ング前

1,6101,610

ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ分析補助金 500
ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ対策補助金 800

1,600

ジャガイモシロシストセンチュウなどの重要病害虫
は、一度発生すると農作物の収穫に重大な影響を及
ぼすため、重要病害虫の駆除、発生のまん円、拡散
防止のための事業を推進し、農業振興を図る

これまでの成果と
今後の課題

1,610
ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ分析補助金 500
ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ対策補助金 800

1,600 事業費事業費
1,610

暮らしづくりＰＬ

事業費

1,600

3年間の事業費 4,820 110643

ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ分析補助金 500
ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ対策補助金 800

110203

個別計画

―
個別計画

1,610産業グループ



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策③）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 28
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
これまでの効果

―

事業費

☆☆施策事業Ｎｏ

予算の妥当性

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』ローリ

ング前

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

水土里システム負担金 水土里システム負担金

個別計画

⽔土⾥システム負担⾦

今後の方向性平成28年度に東藻琴に
設置された基地局が利
用者が増加したため、
令和元年度に基地局
サーバーを増設した。

スマート農業推進事業
補助⾦

10617

笑顔
ＰＪ

今後の方向性

― ―

賑いづくりＰＬ

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

休・廃止

3年間の事業費

暮らしづくりＰＬ

③-１

一般会計

3年間の事業費

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

事業費

1,482 事業費

634 事業費

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

ローリ
ング前

縮小継続

375

進⾏状況

③-２

賑いづくりＰＬ

110302

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算

農業情報システム管理
運営事業

事業費

予算の妥当性

個別計画

125

110303

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

一般会計

農業グループ

平成29年度をもって⼥
満別地区の農業気象情
報施設(マメダス）を廃
止した。また、平成30
年度をもって東藻琴地
区の気象情報施設も廃
止した

今後の方向性

事業費 事業費

決算額

施策事業Ｎｏ ③-３

会計名称

事業費

農業グループ

農業委員会事務費（⽔土
⾥システム管理運営事
業）

暮らしづくりＰＬ

人づくりＰＬ

125

125 125

笑顔
ＰＪ

10621

事業費

ＧＰＳ基地局整備等に対する補助金 ☆☆

125

事  業  名

本年度予算

―

決算額

笑顔
ＰＪ

125

☆☆

事  業  名

事業費

進⾏状況

事業費 125

☆☆

人づくりＰＬ

決算額 125 事業費 125 継続

これまでの効果

個別計画

⽔土⾥システム負担⾦（農業委員会分）

水土里システム負担金

会計名称

―

前年度決算

―

事業費110301

農業委員会

―

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

634

―

これまでの成果と
今後の課題

会計名称 一般会計

円滑に農業委員会事務
について⾏った

事業費 125事業費

☆☆

維持

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

農業気象情報提供業務委託
水土里システム負担金

634

進⾏状況本年度予算

ローリ
ング前

ローリ
ング後

これまでの効果

施策事業Ｎｏ

―

125

事 業 概 要（３年間の概要）

予算の妥当性

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算

ローリ
ング後

事業費

事業費―

賑いづくりＰＬ

事業費 500

人づくりＰＬ

ＧＩＳ等による農業用トラクター等の自動操舵シス
テムなどの技術を用いたスマート農業を推進するた
めに支援する。

暮らしづくりＰＬ

『農業委員会事務費のうち水土里システム
負担金　125』

事 業 概 要（３年間の概要）

事業費

事業費

事業費

ローリ
ング後

1106093年間の事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策④）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 29 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

農業振興施策の総合的調整を図り、農業振興地域の
整備を図る

事  業  名

笑顔
ＰＪ

個別計画

本年度予算

改善

ローリ
ング後

事  業  名

農作業の労働⼒をどの
ように確保するか、根
本的な再考が必要。

今後の方向性

決算額

― 〇 ―

農業グループ

1,790

事業費

―

会計名称
賑いづくりＰＬ

大空町農業の振興を図
り、農業振興地域整備
計画により農地管理を
適正に⾏い、農業の発
展に寄与している。

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

―

3年間の事業費

事 業 概 要（３年間の概要）
進⾏状況

1,7901,537
3年間の事業費 5,046

事業費 1,719

10615

110402

事業費

前年度決算 進⾏状況 これまでの効果

暮らしづくりＰＬ

事業費

④-１

農作業の労働⼒対策としてコントラクター事業を⾏
う関係組織への支援

―

事業費

笑顔
ＰＪ

1,954

☆☆

施策事業Ｎｏ

1,7901,537 事業費

一般会計

コントラクター支援事
業

人づくりＰＬ

暮らしづくりＰＬ

④-２

110401

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ

農業振興一般事務費

☆☆

事業費

1,527 継続

これまでの成果と
今後の課題

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

1,719

一般会計

―

事業費

農業グループ

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

これまでの効果前年度決算

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

進んでいない
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

本年度予算

予算の妥当性

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

維持

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

会計名称

―
個別計画

事業費

ローリ
ング前

ローリ
ング後

1,537

今後の方向性

決算額

事業費

1,719

事業費

ローリ
ング前

農業振興一般事務費
指定管理施設修繕費等

事業費

事業費

予算の妥当性

事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑤）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 7
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円3年間の事業費

人づくりＰＬ

個別計画

農業グループ
110503

会計名称
賑いづくりＰＬ

笑顔
ＰＪ

2,861
110501

事 業 概 要（３年間の概要）

今後の方向性

〇

事業費

前年度決算

会計名称 一般会計

☆☆
これまでの成果と

今後の課題

―

事業費

事業費― ―

―

施策事業Ｎｏ

個別計画

人づくりＰＬ

☆☆

事業費

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

賑いづくりＰＬ

ローリ
ング前

農業委員会

会計名称

―

施策事業Ｎｏ ⑤-１

ローリ
ング後

―

事業費

農業体験実習生支援事
業

町内での農業体験実習希望者に対して家賃を助成し、実
習希望者の増加を図るとともに、町農業担い手育成セン
ター、町内農協と連携して実習希望者の就農、定住等を
推進し、持続的な本町農業の発展と地域の活性化に資す
る。

110502

暮らしづくりＰＬ

農業体験実習生家賃助成金

予算の妥当性

決算額

継続

事業費

3,361

823
東京農業大学の世田谷キャンパスと厚木キャンパス
の学生に、スケールが大きい北海道農業を体験実習
してもらうことで、将来の就農を目指すことが出来
るよう事業を実施する。

これまでの成果と
今後の課題 【結婚相談員 1名】

大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

☆☆

進⾏状況

ローリ
ング前

事  業  名

人づくりＰＬ

事業費

8,583

これまでの効果
農業体験実習生家賃助成金

維持

事業費 3,361

☆☆

ローリ
ング前

ローリ
ング後

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

―

事 業 概 要（３年間の概要）

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

〇

事業費

3年間の事業費

⑤-２

平成２９年度から新規
事業として取り組んで
いるが、過去３年間で
の実績もないため本事
業を終了し、今後これ
に替る新たな事業を検
討する。

今後の方向性

効果が現れていない

笑顔
ＰＪ

2,861

農業後継者育成対策事
業

事  業  名
地域連携インターンシップ活用労働力確保
事業負担金

事業費

決算額

個別計画

これまでの成果と
今後の課題

一般会計

予算の妥当性

本年度予算

事業費

予算の妥当性例年、参加希望学生が
多く、選考により決定
している。また、農業
実習体験をすること
で、北海道農業に魅⼒
を感じ、就農を希望す
る学生がいる。

進⾏状況
事 業 概 要（３年間の概要）

農業グループ

施策事業Ｎｏ

2,840 事業費

110614

〇

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

維持

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

2,861
【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

事業費

事業費

配偶者後継者対策で
は、婚活事業の成婚者
がいるが、配偶者のい
ない従事者が多く、引
き続き対策が必要であ
る。

⑤-３

大空町農業担い手センター負担⾦
（担い手研修支援、配偶者・後継者対策等）

地域連携インターンシップ活用労働力確保
事業負担金

今後の方向性

決算額

事  業  名

2,861

3,3613年間の事業費

事業費

一般会計

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費

前年度決算

完了

事業費

本年度予算

事業費

事業費

【結婚相談員 1名】
大空町農業担い手センター負担金
研修支援、配偶者・後継者対策等

719

改善

前年度決算

ローリ
ング後

2,861

暮らしづくりＰＬ笑顔
ＰＪ

地域連携インターンシッ
プ活用労働⼒確保事業

2,861 2,861

事業費 519

これまでの効果

進んでいない

事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑥）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

110617

事業費

賑いづくりＰＬ

〇

110602

農業振興センター管理
運営費

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

一般会計

事  業  名

農業振興センター管理費

事業費 7,0258,088

6,972

8,643

進⾏状況

8,582

笑顔
ＰＪ

これまでの成果と
今後の課題

本年度予算
事 業 概 要（３年間の概要）

農産物の加工研究活動の機械を創造し、豊かな地域
社会づくりに資するために、農業振興センターの管
理運営を⾏う。

農業グループ

農業振興センター管理費

事 業 概 要（３年間の概要）

人づくりＰＬ

⑥-１

3年間の事業費

暮らしづくりＰＬ

―

10622
6,972

農業構造改善センター
管理費

指定管理委託すること
により、⺠間のノウハ
ウを活かした施設管理
等を⾏っている。施設
の⽼朽化が顕著となっ
てきており、適正な維
持管理が求められる。

個別計画

施策事業Ｎｏ
これまでの成果と

今後の課題

会計名称

事業費 事業費

☆☆

事業費 9,183

― 事業費

前年度決算
⑥-２

110601

会計名称
人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ

笑顔
ＰＪ

8,643 事業費

3年間の事業費

9,04810,118

―

22,526

28,214

維持

☆☆

進⾏状況

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託

これまでの効果
農業振興センター管理費
農産物加工用備品更新(急速冷凍
庫)1,619

事  業  名

18,639 継続

9,048

決算額

今後の方向性

8,895

ローリ
ング前

ローリ
ング後

事業費 7,139 7,139

農業振興センター管理費
農産物加工用備品更新(パンミキ
サー)1,510

農業振興センター管理費

農業構造改善センター管理経費、指定管理
委託、【ボイラー更新 6,358】、【外壁塗装
工事6,600】、【非常用照明ＬＥＤ化1,980】

☆☆

予算の妥当性各種研修及びコミュニティ施設である農業構造改善
センターの管理

ローリ
ング後

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託

事業費

― ―

本年度予算
農業構造改善センター管理経費
指定管理委託

前年度決算

9,048 事業費 9,048

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託

これまでの効果

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託

一般会計

6,972

6,972

農業グループ

今後の方向性

決算額

施設、加工機器の⽼朽
化が顕著となってきて
おり、適正な維持管理
が求められる。

予算の妥当性

維持

事業費

8,582

個別計画

事業費事業費 10,118
農業構造改善センター管理経費
指定管理委託

農業振興センター管理費
農産物加工用備品更新(パンミキ
サー)1,510

継続

☆☆

ローリ
ング前

事業費

農業振興センター管理費

農業振興センター管理費

8,749

農業構造改善センター管理経費
指定管理委託



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 32
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 34
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 35
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

笑顔
ＰＪ

⼥満別地区⻄部の網⾛川左岸の農業基盤整備の推進
基盤整備予定内容
区画整理、暗渠排⽔、客土、農道

3年間の事業費

17,000

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

前年度決算

211,500

⼥満別南部地区農地整
備事業

一般会計

― ― ―

農業グループ

これまでの成果と
今後の課題

継続

58,500 86,125

ローリ
ング前

110703

これまでの成果と
今後の課題

―

⼥満別豊住地区農地整
備事業

110638

⑦-３

会計名称 一般会計

110702 3年間の事業費 203,133

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

進⾏状況

会計名称

⼥満別南部おける農業基盤整備事業の推進
基盤整備予定内容
区画整理、暗渠排⽔、客土、畑地かんがい、明渠排⽔、
農道

110630 事業費 32,308 事業費

事業費

17,000

道営事業負担金　畑地かんがい=180ha
区画整理=26.0ha　暗渠排水=19.1ha
客　　　土=　4.1ha　農道=舗740m

3年間の事業費

笑顔
ＰＪ ― ―

67,150

施策事業Ｎｏ

施策事業Ｎｏ

道営事業負担金
区画整理=69.4ha　暗渠排水= 1.7ha
客　　　土=  1.6ha

道営事業負担金
区画整理=120.2ha　暗渠排水= 1.0ha

事業費

前年度決算 本年度予算

個別計画

個別計画

事  業  名

110631

ローリ
ング後

道営事業負担金
区画整理=28.0ha　暗渠排水=20.0ha
客　　　土=　3.2ha

道営事業負担金　畑地かんがい=555ha
区画整理=30.0ha　暗渠排水=60.0ha
客　　　土=　7.0ha

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― 事業費

☆☆
事 業 概 要（３年間の概要）

⑦-２

64,243

予算の妥当性

道営事業負担金　区画整理=7.0ha､暗渠排
水=0.2ha,農道=舗1,705ｍ

事 業 概 要（３年間の概要）

⼥満別湖南昭和地区農
地整備事業

個別計画

決算額

会計名称 一般会計

事  業  名
⑦-１

110701

圃場整備が図られ、農
家の経営安定に寄与し
ている。予算の配分が
少なく事業時期が⻑く
なる。

事業費

事業費

事業費―

⼥満別北部おける農業基盤整備事業の推進
基盤整備予定内容
区画整理、暗渠排⽔、農道

進⾏状況

☆☆☆☆
予算の妥当性

ローリ
ング前

道営事業負担金　区画整理=15.5ha

道営事業負担金　　畑地かんがい=180ha
区画整理=12.0ha　暗渠排水=15.0ha
客　　　土=　2.5ha　農道=改740ｍ

継続

☆☆

道営事業負担金　畑地かんがい=181ha
区画整理=26.0ha　暗渠排水=19.2ha
客　　　土=　4.2ha　農道=改1646ｍ

道営事業負担金　畑地かんがい=528ha
区画整理=22.5ha　暗渠排水=69.2ha
客　　　土=　8.8ha　農道=舗2,386m

前年度決算 これまでの効果

今後の方向性

決算額

17,000

ローリ
ング後

道営事業負担金　区画整理=5.3ha,農道=
舗1,705ｍ

維持28,083 事業費

今後の方向性

道営事業負担金　区画整理=3.9ha､暗渠排
水=1.8ha

拡充

40,214

これまでの効果

―

事業費

事業費 52,250

圃場整備が図られ、農
家の経営安定に寄与し
ている。予算の配分が
少なく事業時期が⻑く
なる。

64,243

農業グループ

16,809 事業費 40,477

農業グループ

66,875

施策事業Ｎｏ

決算額 74,095
予算の妥当性

☆☆
これまでの効果

事業費 21,777

暮らしづくりＰＬ

圃場整備が図られ、農
家の経営安定に寄与し
ている。予算の配分が
少なく事業時期が⻑く
なる。

71,740

本年度予算

40,214

進⾏状況

道営事業負担金
区画整理=69.4ha　暗渠排水= 1.7ha
客　　　土=  1.6ha

暮らしづくりＰＬ

道営事業負担金
区画整理=69.4ha　暗渠排水= 1.7ha
客　　　土=  1.6ha

道営事業負担金
区画整理=69.3ha　暗渠排水= 1.6ha
客　　　土=  1.5ha

道営事業負担金　　暗渠排水=2.8ha
区画整理5.5ha

道営事業負担金
区画整理=36.5ha　暗渠排水=15.0ha
客　　　土=　1.1ha　明渠排水=380m

71,740

ローリ
ング後

本年度予算

事業費

80,375

事業費

事業費

ローリ
ング前

67,150 事業費

今後の方向性

維持

7,820 継続

事業費

66,875 事業費

47,309

58,500

道営事業負担金　　用水路=747m
区画整理=29.0ha　暗渠排水=  2.4ha
客土=  5.1ha　農道=改1,200m

86,125
道営事業負担金
区画整理=69.3ha　暗渠排水= 1.6ha
客　　　土=  1.5ha

道営事業負担金　　用水路=747m
区画整理=29.0ha　暗渠排水=  2.4ha
客土=  5.1ha　農道=改1,200m

☆☆

事業費 52,250



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 35
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 32
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円
年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円110639

個別計画

110641

事  業  名

事  業  名

110706
172,609

笑顔
ＰＪ

施策事業Ｎｏ

人づくりＰＬ

事業費

東藻琴地区中山間地域
総合整備事業

会計名称 一般会計

事  業  名 これまでの成果と
今後の課題

継続

☆☆

事業費

道営事業負担金
圃場整備= 74.3ha　暗渠排水=   5.7ha
客　　　土=  8.2ha  農地保全=402.1ha
鹿柵　13,000ｍ

道営事業負担金
圃場整備= 18.7ha　暗渠排水=   1.8ha
客　　　土=  2.4ha  農地保全=402.1ha
鹿柵　5,804ｍ

事業費

個別計画

⑦-６

会計名称
賑いづくりＰＬ

3年間の事業費
農業グループ

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

農業グループ 50,550 29,841

圃場整備が図られ農業
経営安定に寄与してい
る。農家からの整備要
望が多く、事業量も増
えることから、事業を
複数に分ける必要があ
る。

人づくりＰＬ

24,500

172,609

これまでの成果と
今後の課題

110705

一般会計

地域・集落を主体とした共同活動の支援
農地・用排⽔路・農道等の保全と質的向上

172,609

地域の共同作業等を支
援することにより、地
域資源の保全・質的向
上が図られた。
農業者の高齢化、経営
規模拡大による労働⼒
不⾜が課題である。

個別計画

一般会計

進⾏状況本年度予算前年度決算
⑦-５

藻琴山麓地区草地畜産
基盤整備事業

施策事業Ｎｏ
圃場整備が図られ、農
家の経営安定に寄与し
ている。予算配分が少
なく事業が時期が⻑く
なる。

今後の方向性

会計名称

農業グループ

―

3年間の事業費 80,391

東藻琴地区の傾斜地における生産基盤の総合的整備
圃場整備=279.1ha 暗渠排⽔=   41.6ha
客  土= ha  農地保全=949.1ha
⿅柵＝8,196ｍ

施策事業Ｎｏ ⑦-４

事 業 概 要（３年間の概要）

110704

これまでの効果前年度決算 本年度予算

農業農村多面的機能支払交付金

農業農村多面的機能支払交付金

66,276

26,696

農業農村多面的機能支払交付金

― ―

ローリ
ング前

予算の妥当性

進⾏状況

50,550 事業費 29,841 事業費

10656 事業費 26,696

暮らしづくりＰＬ

事業費

事業費 162,754

☆☆

☆☆

20,911

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

―

事 業 概 要（３年間の概要）

ローリ
ング後

ローリ
ング前

道営事業負担金
圃場整備= 88.8ha　暗渠排水=   20.7ha
客　　　土=  10.6ha  農地保全=234.6ha
鹿柵10,000m

24,500

笑顔
ＰＪ

〇

農業農村多面的機能支
払交付⾦

事業費

22,500 継続事業費

決算額 171,949

維持

道営事業負担金
草地整備改良（区画整理）＝127.5ha
草地造成改良（区画整理）＝　 2.3ha

道営事業負担金
草地整備改良（区画整理）＝105.4ha
草地造成改良（区画整理）＝　 1.7ha

3年間の事業費 24,500

― ― ―

26,696

予算の妥当性

ローリ
ング後

事業費
道営事業負担金
草地整備改良（区画整理）＝106.2ha
草地造成改良（区画整理）＝　 2.6ha

―

事業費

172,609事業費 172,609 事業費 事業費

東藻琴山麓地区における畜産用農地の区画整理
草地整備改良（区画整理）＝405.5ha
草地造成改良（区画整理）＝  2ha

事業費

前年度決算

賑いづくりＰＬ

賑いづくりＰＬ

暮らしづくりＰＬ

今後の方向性

172,609
暮らしづくりＰＬ

進⾏状況

今後の方向性

農業農村多面的機能支払交付金

事業費

ローリ
ング後

事業費517,827 162,354

☆☆

これまでの効果

20,875

46,740 事業費

道営事業負担金
圃場整備= 18.7ha　暗渠排水=   1.8ha
客　　　土=  2.4ha  農地保全=402.1ha

道営事業負担金
圃場整備= 18.7ha　暗渠排水=   1.8ha
客　　　土=  2.4ha  農地保全=402.1ha

道営事業負担金
圃場整備= 18.7ha　暗渠排水=   1.8ha
客　　　土=  2.4ha  農地保全=402.1ha

決算額

道営事業負担金
草地整備改良（区画整理）＝105.7ha
草地造成改良（区画整理）＝　 3.5ha

☆☆

事業費

道営事業負担金
圃場整備= 93.1ha　暗渠排水=   21.6ha
客　　　土= 5.4ha  農地保全=293ha
鹿柵8,196m

決算額

☆☆

農業農村多面的機能支払交付金

農業農村多面的機能支払交付金 農業農村多面的機能支払交付金

ローリ
ング前

農業農村多面的機能支払交付金

162,354

事業費

本年度予算

162,354

継続
予算の妥当性

維持

維持

これまでの効果



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ

笑顔
ＰＪ

賑いづくりＰＬ

会計名称 一般会計

3年間の事業費

7,992
10658

個別計画

事  業  名
⑦-７

農業グループ
110708

笑顔
ＰＪ

1065912,318
4,106

決算額

個別計画
―

9,334 7,992

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

20,794 20,794 20,794

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

3年間の事業費 25,318

事  業  名

豊住排⽔機場の円滑適正な管理により地域農家の経
営安定が図られた。

一般会計

一般会計

施策事業Ｎｏ ⑦-８

会計名称

施策事業Ｎｏ ⑦-９

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 127.02ｈａ

☆☆

事業費

会計名称 オホーツク東部広域農水管理負担
ゲート点検

10628

― ― ―

7,992

事業費 21,143

暮らしづくりＰＬ

前年度決算 これまでの効果

ローリ
ング前

オホーツク東部広域農水管理負担
ダム周辺通信システム整備、ダム地震観測
装置更新、リールマシン修繕

事業費

事業費

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

オホーツク東部広域農水管理負担
リールマシン修繕、既設システム撤去、メタ
ルケーブル設置、ファームポンド補修

オホーツク東部広域農水管理負担
無線機更新、加圧施設塗装、ダム諸量処理
設備更新

オホーツク東部広域農水管理負担

33,513 継続

21,258

事業費

事業費

維持

9,334

前年度決算

110707

藻琴山麓の（山園、東洋、末広地区）の国土保全・
良好な景観形成等、地域管理組合の活動に対する支
援

― 〇

事業費

中山間地域等直接支払
事業

人づくりＰＬ

20,794

7,992
個別計画

農業グループ

事  業  名

維持
古梅地区基幹⽔利施設
管理事業

62,382

本事業により、中山間
地域の荒廃農地の発生
を未然に防ぐことがで
きた。今後は、離農が
起きた際に次の担い手
を探す支援が必要に
なっている。

網⾛川地区国営造成施設
管理体制整備促進事業

暮らしづくりＰＬ

畑地かんがいを目的とした古梅ダム及び用⽔路にか
かる管理維持費

古梅ダムの適正な運営
により合理的な農業経
営を推進した。
施設の⽼朽化等による
修繕や機器の整備更新
が課題である。

今後の方向性

オホーツク東部広域農水管理負担
超音波流量計更新、電磁流量計更新、構
内高圧配電線更新

オホーツク東部広域農水管理負担

前年度決算

事 業 概 要（３年間の概要）

今後の方向性 予算の妥当性

オホーツク東部広域農水管理負担
テレメーター観測設備更新、放流警報装置
更新

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

事業費

継続

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

本年度予算

決算額 75,587

80,768

事業費

これまでの成果と
今後の課題

ローリ
ング後

20,794 事業費

ローリ
ング前

82,598事業費

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

4,106 4,106

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ
ローリ
ング後

豊住排⽔機場の円滑適
正な管理により地域農
家の経営安定が図られ
た。

― ―

3年間の事業費

―
網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

事業費

維持

事業費

ローリ
ング前

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

4,133 事業費
農業グループ

110709

本年度予算 進⾏状況

☆☆

4,133

4,106

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

20,794

事業費

予算の妥当性

事業費

予算の妥当性
☆☆

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

中山間地域等直接支払交付金による生産
組織及び農業者への支援
交付面積 130.98ｈａ

継続

4,133

決算額

21,143

20,782

進⾏状況

57,008

ローリ
ング後

9,1064,106

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理

☆☆

☆☆

☆☆

事業費

これまでの効果

事業費

4,106

事業費

今後の方向性

21,143

網走川地区国営造成施設管理体制整備促
進事業補助金
豊住排水機場管理　豊住排水機場ポンプ
修理

事業費 4,106 事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 〜
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 32
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

人づくりＰＬ

賑いづくりＰＬ

9,624
3年間の事業費

9,624

―

施策事業Ｎｏ

笑顔
ＰＪ

110710

農地一般事務費

会計名称

110711

110712

今後の方向性

国営美女地区かんがい排水事業負担金
※【指定工事外分完了に伴う負担金】

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

事業費

本年度予算

9,624

28,872

個別計画

継続

予算の妥当性

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

決算額 122

110603

国営畑地帯総合土地改良パイロット事業及び国営か
んがい排⽔事業で造成された施設の管理運営

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

土地改良事業の計画的
な実施により農地整備
事業等の推進が図られ
た。

人づくりＰＬ

516 事業費

9,624

これまでの成果と
今後の課題

農地整備とに関する事業の推進と事業計画を推進す
るための一般管理費

3年間の事業費

事業費

ローリ
ング前

事業費

前年度決算

農業グループ

排⽔被害の解消により
生産性向上と農業経営
の安定に寄与。

一般会計
笑顔
ＰＪ

これまでの効果

人づくりＰＬ

個別計画

土地改良事業監督等委託料　5,000
道土地連負担金1,748
豊住排水機場負担金1,435

進⾏状況
土地改良事業監督等委託料　5,000
道土地連負担金2,054
豊住排水機場負担金1,435

事業費

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

255
農業グループ

事業費

8,826

368

適切に管理運営するこ
とができた。今後も現
状維持していく。

⑦-１１

維持

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

342

事  業  名 前年度決算

342

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

事業費

368

― ―

369

土地改良事業監督等委託料　5,000
道土地連負担金1,792
豊住排水機場負担金1,435

1,079

会計名称

施策事業Ｎｏ

国営美⼥地区かんがい
排⽔事業

新本郷排⽔機場改修工事及び排⽔路に関する国営事
業地元負担⾦

これまでの成果と
今後の課題

事 業 概 要（３年間の概要）

施策事業Ｎｏ

暮らしづくりＰＬ

9,624

暮らしづくりＰＬ

農業グループ

本年度予算
事 業 概 要（３年間の概要）

―

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

個別計画

ローリ
ング後

⑦-１０

事業費

事業費

☆☆

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

369 事業費

会計名称

今後の方向性
国営斜網地区畑地かんが
い施設維持管理事業

土地改良事業監督等委託料　5,000
道土地連負担金2,052
豊住排水機場負担金1,435

予算の妥当性

進⾏状況

土地改良事業監督等委託料　4,942
道土地連負担金1,882
豊住排水機場負担金818

― ―

ローリ
ング後

☆☆

⑦-１２

ローリ
ング後

8,537

事  業  名

182,318

10642

184,205

決算額

事業費 維持

ローリ
ング前

笑顔
ＰＪ

一般会計

国営美女地区かんがい排水事業負担金
※【指定工事外分完了に伴う負担金】

一般会計

―

事  業  名

事業費

決算額

182,318

今後の方向性

9,624

事業費

事業費

ローリ
ング前

8,870

―

前年度決算

―

賑いづくりＰＬ

182,318
3年間の事業費

事業費

事業費

事業費

事業費

事業費

☆☆

継続

進⾏状況

☆☆

9,595 継続

これまでの効果

土地改良事業監督等委託料　5,000
道土地連負担金1,714
豊住排水機場負担金1,435

土地改良事業監督等委託料　5,000
道土地連負担金2,052
豊住排水機場負担金1,435

土地改良事業監督等委託料　5,000
道土地連負担金2,052
豊住排水機場負担金1,435

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

事業費

本年度予算 これまでの効果

342

維持

8,792

事業費

国営斜網地域畑地かんがい施設維持管理
事業負担金

☆☆
予算の妥当性

☆☆

98



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 29 〜 34
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

施策事業Ｎｏ

笑顔
ＰＪ

⑦-１３

⼥満別中央大東地区農
道保全対策事業

― ―

賑いづくりＰＬ

一般会計会計名称

1,125農業グループ

美⼥地区基幹⽔利管理
事業

笑顔
ＰＪ

ローリ
ング後

―

事業費

国営土地改良事業による排⽔機場の整備
機場機能の確保のため沈砂池の拡大等施設の整備

人づくりＰＬ

決算額

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

人づくりＰＬ

11,250

施策事業Ｎｏ

―

1,125

事  業  名

一般会計

農業グループ

事業費
8,654

会計名称

⑦-１４

5,248

本年度予算

15,744

これまでの成果と
今後の課題

ローリ
ング前

11,920

個別計画

これまでの成果と
今後の課題

事業費

17,654

5,248
3年間の事業費

事 業 概 要（３年間の概要）

110714

事  業  名

個別計画

5,248

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

4,090

継続

事業費

町道大東中央線の舗装及び路盤の⻲裂、割れ、不当
沈下に対する再整備

7,875

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

女満別中央大東地区農道保全負担金
測量試験費

事業費

7,875

予算の妥当性

事業費

3年間の事業費

事業費

事業費

―

本郷排⽔機場の円滑適
正な運営により、地域
農家の経営安定化が図
られた。
適正な施設管理のため
に点検・整備が必要。

予算配分が少なく事業
時期が⻑くなる。

事業費

5,248

今後の方向性

これまでの効果

110713

5,248

前年度決算

決算額 6,794

暮らしづくりＰＬ

女満別中央大東地区農道保全負担金
舗装　L=430ｍ

事 業 概 要（３年間の概要）

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

事業費

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

☆☆
予算の妥当性

事業費 10,125

20,250

事業費 8,654事業費
女満別中央大東地区農道保全負担金
舗装　L=430ｍ

維持

☆☆オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

女満別中央大東地区農道保全負担金
舗装　L=327ｍ

女満別中央大東地区農道保全負担金
舗装　L=327ｍ

☆☆
進⾏状況

ローリ
ング前

4,090

女満別中央大東地区農道保全負担金
舗装　L=640ｍ

女満別中央大東地区農道保全負担金
舗装　L=1135ｍ

これまでの効果

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

5,064

女満別中央大東地区農道保全負担金
舗装　L=269ｍ

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

5,248

6,044

ローリ
ング後

今後の方向性

継続

☆☆

5,248

事業費

オホーツク東部広域農水管理負担
本郷排水機場管理

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 31 〜 33
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

50

個別計画

個別計画

これまでの成果と
今後の課題

150

農業用施設維持補修事
業

50

町道整備事業
大成中央線　１６か所
大成２３線　４８か所

意欲ある農業者の環境を整えることを目的に、農地
集積・集約化を支援するためハード事業とソフト事
業を組み合わせて、農業競争⼒の強化を図る。

⑦-１７

会計名称
賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事  業  名

今後の方向性

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題施策事業Ｎｏ ⑦-１８
農業用施設（排⽔路・農道等）の維持管理、補修施
設の機能回復及び延命などを図ることを目的とす
る。

農地耕作条件改善事業

15,000

一般会計

暮らしづくりＰＬ

― ― ―

50
110718

事  業  名

5,000

施策事業Ｎｏ

予算の妥当性今後の方向性

町道整備事業
大成中央線　１６か所
大成２３線　４８か所

3年間の事業費

☆☆排水路整備調査設計委託料
排水路整備工事

前年度決算

決算額

10,000
町道整備事業
大成中央線　１６か所
大成２３線　４８か所

ローリ
ング前

前年度決算

維持

進⾏状況

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

湖南二基線排水路組合補助金 湖南二基線排水路組合補助金

50

事業費事業費

本年度予算

事業費 47,188

湖南二基線排水路組合補助金

5,000

町道整備事業
大成中央線　１６か所
大成２３線　４８か所

事業費

16,000事業費 17,000

事 業 概 要（３年間の概要）

事業費

これまでの効果

農業グループ

50

ローリ
ング後

本年度予算 進⾏状況

農業グループ

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

10,000
110717

会計名称

― ― ―

ローリ
ング前

事業費

賑いづくりＰＬ

☆☆

一般会計

50

3年間の事業費 事業費

☆☆

決算額

湖南二基線排水路組合補助金

維持事業費 50

事業費

継続
予算の妥当性

継続

これまでの効果

湖南二基線排水路組合補助金湖南二基線排水路組合補助金

☆☆

50

50
湖南二基線排水路組合補助金

事業費事業費 50

53

測量委託
湖南二基線排水路組合補助金

事業費 事業費

ローリ
ング後



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 31 〜 38
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 1 〜 7

千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 1 〜 7
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

個別計画

―

人づくりＰＬ

―

これまでの成果と
今後の課題

個別計画

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

地域の農業特性を活かした農業機械の大型化や、営
農振興計画に基づく生産性の向上を図るべく、高収
益作物の導入により、経営安定や作物輪作体系の確
⽴を図り、品質の向上やコスト低減のための農業基
盤整備を⾏う。

笑顔
ＰＪ

―

笑顔
ＰＪ

会計名称

事  業  名
☆☆

3,060

3,060

美幌田中第２地区水利施設等保全高度化
事業負担金

今 後 の 方 向 性

事 業 概 要（３年間の概要）

―

3年間の事業費

―

暮らしづくりＰＬ

暮らしづくりＰＬ

美幌田中第2地区⽔利施設
等保全高度化事業

施策事業Ｎｏ

維持62,302

オホーツク東部広域農業水利管理協議会
負担金、リール式散水施設修繕

事  業  名

会計名称 一般会計

⑦-２０

農業⽔路等⻑寿命化防
災減災事業

賑いづくりＰＬ

110719

人づくりＰＬ

古梅ダムの整備及びリール式散⽔施設の整備等

笑顔
ＰＪ

一般会計

これまでの成果と
今後の課題

賑いづくりＰＬ

事業費 8,776

オホーツク東部広域農業水利管理協議会
負担金

事  業  名
☆☆

女満別東部高台２地区水利施設等保全高
度化事業負担金

事業費

66,267 事業費

個別計画

進⾏状況

地域農業の更なる合理化と安定化のため、圃場整備
を図る。（大空町受益は区画整理2.7ｈa）

事業費

3,060

17,011 8,776
110720

事業費

45,390

オホーツク東部広域農業水利管理協議会
負担金

事 業 概 要（３年間の概要）

一般会計

⑦-１９

施策事業Ｎｏ ⑦-２１

会計名称

予算の妥当性

維持

決算額

― ― ―

継続 維持

こ れ ま で の 効 果

110721

3年間の事業費 92,054

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

前年度決算

ローリ
ング後

事業費

これまでの効果

進 ⾏ 状 況

16,830

これまでの効果

本年度予算

ローリ
ング前

事業費

66,267

⼥満別東部高台２地区⽔
利施設等保全高度化事業

ローリ
ング前

―
今 後 の 方 向 性

事業費

935

施策事業Ｎｏ

ローリ
ング後

本年度予算

事業費

55,420

予 算 の 妥 当 性

女満別東部高台２地区水利施設等保全高
度化事業負担金

農業グループ

事業費

事業費

暮らしづくりＰＬ

―

3年間の事業費 117,640

本年度予算

オホーツク東部広域農業水利管理協議会
負担金、リール式散水施設修繕

前年度決算

前年度決算
―

55,420事業費

☆☆

45,390

ローリ
ング後

ローリ
ング前

17,011

事業費

250

継続

継続

事業費

今後の方向性

事業費

決算額

☆☆
予 算 の 妥 当 性

女満別東部高台２地区水利施設等保全高
度化事業負担金

事業費

事業費

美幌田中第２地区水利施設等保全高度化
事業負担金

進 ⾏ 状 況

16,830 事業費

事業費

決算額

事業費事業費

女満別東部高台２地区水利施設等保全高
度化事業負担金



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑦）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 2 〜 7
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

――
これまでの成果と

今後の課題
事 業 概 要（３年間の概要）

⑦-２２施策事業Ｎｏ
これまでの効果進⾏状況本年度予算前年度決算

―――
笑顔
ＰＪ

女満別東部高台２地区水利施設等保全高
度化事業負担金

暮らしづくりＰＬ賑いづくりＰＬ人づくりＰＬ

会計名称

本郷２地区農地整備事業 維持継続事業費決算額

予算の妥当性今後の方向性

事業費事業費事業費

ローリ
ング前

2503年間の事業費110722
250農業グループ

個別計画
事業費事業費250

集中的な降⾬や、融雪期の過湿被害を改善すべく、
農業基盤の整備により、経営の安定化、合理的な輪
作体系の確⽴を図る。

事  業  名

一般会計

事業費

ローリ
ング後



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑧）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事 業 概 要（３年間の概要）

個別計画

3年間の事業費

施策事業Ｎｏ ⑧-３

2,686

―

農業委員会事務費
地方自治法第180条の5第3項及び農業委員会等に関する
法律第２条の規定に基づき、設置される農業委員会の事
務経費

施策事業Ｎｏ

120

円滑に受託事務を⾏っ
た 継続

農地保有合理化一般事務

今後の方向性
☆☆

農地基本台帳システム保守

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

農地保有合理化一般事務

事業費

792 事業費

笑顔
ＰＪ

事業費 2,686

農地基本台帳システム保守

前年度決算

120 事業費

進⾏状況

賑いづくりＰＬ

120

進⾏状況

120

事業費

3年間の事業費

維持

792 事業費

継続

農地基本台帳システム保守⑧-２

会計名称

これまでの効果

施策事業Ｎｏ

☆☆

農業委員会

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

⑧-１

農地保有合理化促進事
業

―

これまでの成果と
今後の課題

事業費

☆☆

120

事  業  名 これまでの効果前年度決算

会計名称 一般会計

公益財団北海道農業公社からの受託事務経費

決算額

維持事業費

法の規定に基づく事務
について円滑に⾏った

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

― ―

3年間の事業費 360
120

人づくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事  業  名 本年度予算

事業費

792

713

―

予算の妥当性

賑いづくりＰＬ

前年度決算

2,798

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

2,646

2,646

ローリ
ング前

農業委員会 2,741

―
笑顔
ＰＪ

―

120

792

人づくりＰＬ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

農地基本台帳整備事業

会計名称 一般会計

事業費

笑顔
ＰＪ

農業委員会

事業費

2,571

暮らしづくりＰＬ

2,741

個別計画

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

ローリ
ング後

792

一般会計

2,376

―
個別計画

事業費

792

進⾏状況

―

ローリ
ング後

2,646

法の規定に基づく事務
について円滑に⾏った

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

2,932
予算の妥当性

8,073

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等【農業委員会道内
視察】

2,686 事業費

農地基本台帳システム保守

792

農地保有合理化一般事務

115

ローリ
ング後

☆☆

ローリ
ング前

事業費

維持

120

今後の方向性

事業費

事業費

予算の妥当性

これまでの効果

事業費

農地基本台帳システム保守

決算額

事業費

事業費 792

農地基本台帳システム保守

792

☆☆

792

事業費

農地保有合理化一般事務

本年度予算

事業費

ローリ
ング前

農地保有合理化一般事務

農地基本台帳システム保守

120

今後の方向性

本年度予算
☆☆

農地保有合理化一般事務 農地保有合理化一般事務

120

農地法の規定に基づく農地基本台帳の整備

継続

農地基本台帳システム保守

農地保有合理化一般事務

決算額

『農業委員会事務費のうち水土里ネット負担
金以外』　事務管理費等【農業委員会道外
視察】



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑨）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 29 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

農業委員報酬

110903

110902

―

会計名称
ローリ
ング後

決算額
農業委員会委員選考事
業

33

33 事業費

今後の方向性

継続

個別計画

10,070

会計名称 一般会計

法の規定に基づく事務
について円滑に⾏った

事  業  名

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

円滑に受託事務を⾏っ
た

独⽴⾏政法人農業者年⾦基⾦法の規定に基づく受託
事務経費

施策事業Ｎｏ

― ―

事  業  名

農業者年⾦事務費

30,210

―

これまでの成果と
今後の課題

―

33

施策事業Ｎｏ ⑨-３

農業委員会

会計名称

農業グループ

事 業 概 要（３年間の概要）
施策事業Ｎｏ ⑨-２

―

465

賑いづくりＰＬ

個別計画

10,070 事業費事業費 10,070

ローリ
ング後

事業費

一般会計

委員27名報償
※【改選Ｈ32.7　任期3年】

これまでの成果と
今後の課題

本年度予算

110608

事  業  名 進⾏状況

事 業 概 要（３年間の概要）

110901

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

農業委員会等に関する法律施⾏規則第５条第２項の
規定に基づき、大空町農業委員会委員候補者を先⾏
するため、大空町農業委員会委員選考委員会を設置
し、農業委員選考を⾏う。

笑顔
ＰＪ

110611

10,070

33

今後の方向性

事業費決算額 89

前年度決算

農業者年金に関する一般事務 農業者年金に関する一般事務

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算

―
笑顔
ＰＪ ―

継続

☆☆
事 業 概 要（３年間の概要）

地方自治法第180条の5第3項及び農業委員会等に関する
法律第２条の規定に基づき、設置される農業委員会の委
員報酬

33
事業費

155

112

一般会計
賑いづくりＰＬ

10,070

ローリ
ング前

事業費

事業費

事業費

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

人づくりＰＬ

33

3年間の事業費

農業委員会等に関する
法律施⾏規則第５条第
２項の規定に基づき、
継続して実施しなけれ
ばならない。

99 33

3年間の事業費 事業費

農業者年金に関する一般事務

10,070

―

3年間の事業費

33

33

笑顔
ＰＪ

暮らしづくりＰＬ

155 155

本年度予算

ローリ
ング前

農業者年金に関する一般事務 農業者年金に関する一般事務

事業費

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

農業委員会

維持

⑨-１
前年度決算

委員27名報償
※【改選Ｈ32.7　任期3年】

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

事業費 155

農業者年金に関する一般事務

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

農業者年金に関する一般事務

個別計画

☆☆

10,070

☆☆農業者年金に関する一般事務

ローリ
ング後

人づくりＰＬ

今後の方向性

人づくりＰＬ

155

決算額

本年度予算

暮らしづくりＰＬ

事業費

委員27名報償
※【農業委員道内視察】

委員27名報償

委員27名報償
【農業委員道外視察】

☆☆

10,897

事業費

12,498

ローリ
ング前

事業費

これまでの効果

155

112

これまでの効果

事業費事業費

予算の妥当性

155 継続

10,070

進⾏状況

112

委員27名報償

事業費 10,070

☆☆
予算の妥当性

維持

33

予算の妥当性

これまでの効果

委員27名報償 委員27名報償

維持

事業費

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

選考委員　会長１人
　　　　　　　委員５人

事業費

事業費

進⾏状況

☆☆



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑩）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

3年間の事業費
2,912

⑩-１

111001

笑顔
ＰＪ

施策事業Ｎｏ ⑩-２

⑩-３

農業グループ

― ―

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

酪農ヘルパ－利用組合への支援 酪農ヘルパー組合への
支援による酪農家の労
働環境改善が⾏われ
た。今後も継続して実
施する。

農業グループ 2,912

事  業  名

8,736 10635

111003 3年間の事業費

111002

事  業  名

会計名称 一般会計

畜産基盤整備事業補助
⾦

会計名称

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

3年間の事業費

一般会計

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

会計名称

必要な施設を整備する
ことにより、畜産農家
の収益⼒向上に貢献し
ているため、今後も継
続していく。

これまでの成果と
今後の課題

事業費

事  業  名

酪農ヘルパー事業補助
⾦

2,912 事業費 2,912

施策事業Ｎｏ

暮らしづくりＰＬ

―

ローリ
ング後

暮らしづくりＰＬ

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

8,610

事業費2,870

これまでの効果

ローリ
ング前

事業費

事 業 概 要（３年間の概要）

施策事業Ｎｏ

― ―

ローリ
ング前

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

2,912 改善

― 事業費

進⾏状況

事業費

事業費

拡充

2,870

これまでの効果

個別計画

一般会計

事業費 事業費

ローリ
ング後

個別計画

個別計画

乳牛検定組合への支援
を⾏うことで、生乳の
品質向上及び検査デー
タを活用した乳牛改良
推進を図ることができ
た。今後も継続して実
施する。

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

乳検組合運営費補助⾦
牛検定組合の支援による乳牛改良の推進

―

ローリ
ング前

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

農業グループ 2,870 2,870
10686 事業費

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

☆☆
今後の方向性

決算額 2,870 事業費 2,870 継続 維持
予算の妥当性

前年度決算 本年度予算

決算額 2,912

2,870

前年度決算 本年度予算

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

☆☆検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

予算の妥当性

2,870

進⾏状況

今後の方向性

事業費 2,870

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,3002,870

進⾏状況 これまでの効果

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

2,870

ローリ
ング後

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

☆☆

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300

広域酪農ヘルパー補助（女満別）912
酪農ヘルパー補助（東藻琴）2,000

事業費

事業費 2,912 事業費

☆☆

―

2,912

畜産経営における収益⼒向上をもくてきとした畜産
クラスター計画に基づき、必要な家畜飼養施設等の
整備を推進する

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事
業補助【牛舎等の整備】
【ＦＳ牛舎・育成乾乳牛舎等の整備工事】

☆☆

―

前年度決算 本年度予算

事業費 事業費

12,925 事業費 継続 維持

事業費 2,912

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事
業補助【牛舎等の整備】
【バンカーサイロ整備工事 12,925千円】

2,912

151,723

2,912事業費

決算額

今後の方向性
☆☆

予算の妥当性

検定員人件費
女満別乳検補助　570
東藻琴乳検補助　2,300



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑪）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

―

会計名称

一般会計

農業グループ 280

個別計画

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

―

町内畜産経営者の労務負担の軽減を図るための牧場
の運営及び管理

⿊⽑和牛及び⾺を放牧
することで、家畜の健
康増進及び家畜管理に
要する経費と労務負担
の軽減を図ることがで
きた。今後も継続して
実施する。

事  業  名

会計名称

これまでの成果と
今後の課題

農業グループ

決算額

予算の妥当性

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

維持

280 事業費

10,548 継続

施策事業Ｎｏ ⑪-１ 牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

賑いづくりＰＬ

一般会計

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

☆☆

9,855

暮らしづくりＰＬ

事業費 10,306
14,583 10,766

111101
12,160

ローリ
ング前

事業費

人づくりＰＬ

☆☆

事業費

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

ローリ
ング後

町営牧野管理費

笑顔
ＰＪ

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

――

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

111102

個別計画
12,160 事業費 14,583 事業費

これまでの効果

今後の方向性

10,766
牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

3年間の事業費 37,509 110657 事業費

事業費 280 事業費 280 事業費

280
あばしり和牛産地基盤づ
くり推進事業補助⾦

―

10,306 事業費 10,434

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

これまでの効果

継続

前年度決算これまでの成果と
今後の課題

予算の妥当性

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

施策事業Ｎｏ ⑪-２

ローリ
ング後

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

事 業 概 要（３年間の概要）

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

事業費 280 280 事業費 280
あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

進⾏状況

維持

840 10640

本年度予算

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

280
3年間の事業費

280

暮らしづくりＰＬ

町内産⿊⽑和牛の資質改良生産拡大に対する支援 ＥＴ卵、優良サンプル
の共同購入及び繁殖雌
牛更新を推進すること
で、和牛資質の向上を
図ることができた。今
後も継続して実施す
る。

ローリ
ング前

280

あばしり和牛産地基盤づくり推進事業補助
受精卵移植、優良雌牛の保留

☆☆☆☆
今後の方向性

決算額

― 事業費

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月

牧野管理委託
放牧期間４月から１１月



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑫）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円111202

賑いづくりＰＬ

個別計画

家畜飼養奨励・家畜伝
染病防疫に必要な活動
を支援することで、大
空町における畜産振興
の拡大を図ることがで
きた。今後も継続して
実施する。

これまでの成果と
今後の課題

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

2,325 10638

会計名称

― ― ―

会計名称

111201

3年間の事業費

一般会計

一般会計

畜産現場における家畜
疾病及び損傷の治療を
⾏うオホーツク農業共
済組合を支援すること
で、大空町における獣
医療の充実を図ること
ができた。今後も継続
して実施する。

農業グループ

オホーツク農業共済組
合負担⾦

地域の獣医療を充実のためのオホーツク農業共済組
合への支援

事業費 775
775 775

事業費

オホーツク農業共済負担金

事業費

進⾏状況

775

今後の方向性

決算額 775 事業費 775

公用車管理1台
担当者研修経費・各共済等負担金

公用車管理1台
担当者研修経費・各共済等負担金

暮らしづくりＰＬ

―
公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金

公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金

775 事業費

995

オホーツク農業共済負担金 オホーツク農業共済負担金

ローリ
ング後

563事業費

563
3年間の事業費

オホーツク農業共済負担金

事業費

☆☆
予算の妥当性

予算の妥当性

維持

775

事  業  名
施策事業Ｎｏ ⑫-２

継続

個別計画

農業グループ 918 563
10632

畜産一般事務費
家畜飼養の奨励に必要な活動に関する一般事務経費

進⾏状況 これまでの効果

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

事業費

996

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

☆☆
今後の方向性

事 業 概 要（３年間の概要）

事業費

ローリ
ング前

オホーツク農業共済負担金

事業費 775

継続

事業費

563

775

本年度予算

オホーツク農業共済負担金

事業費 585

施策事業Ｎｏ

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

⑫-１

939

前年度決算 本年度予算

― ― 事業費

775

918 事業費

これまでの効果前年度決算

公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金

公用車管理1台
担当者研修経費・各共済等負担金

公用車管理1台
担当者研修経費・各共済等負担金

オホーツク農業共済負担金

☆☆

2,044

決算額

ローリ
ング前

公用車管理2台
担当者研修経費・各共済等負担金

996

オホーツク農業共済負担金

☆☆

ローリ
ング後

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑬）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

耕地林務グループ

111303 32,380

耕地林務グループ

― ―

会計名称 一般会計

11,460 10,460

―

暮らしづくりＰＬ

25,000

施策事業Ｎｏ

会計名称

 森林経営計画に基づく町有林の整備を実施し、財
産の保全と森林の持つ多目的機能の高度発揮を図
る。

⑬-３

一般会計

笑顔
ＰＪ

個別計画

未来につなぐ森づくり
推進事業補助⾦

事  業  名

75,000

⑬-２

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

 私有林の造林に対する補助⾦で、全体事業費の
26％相当の額を北海道：町＝16：10の負担割合で
交付する。

10676

 伐採した私有林の速
やかな造林を促進する
ため、道補助⾦と併せ
て手厚く補助すること
で、将来の世代に必要
な森づくりを推進する
ことができた。

事 業 概 要（３年間の概要）

3年間の事業費
10,460

公有林管理育成事業

― ―

個別計画

―

施策事業Ｎｏ ⑬-１
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

3年間の事業費 10668

会計名称 一般会計

事業費 14,660

10,460

ローリ
ング後

事業費 11,460 10,460

拡充

☆☆

25,000 事業費

決算額

ローリ
ング後

事業費

事業費 事業費

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

事業費

4,184

事業費 14,660

事業費

ローリ
ング前

継続

事業費

前年度決算

25,000

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

25,000
25,000 25,000

これまでの成果と
今後の課題

10674111302 3年間の事業費

施策事業Ｎｏ
進⾏状況 これまでの効果

賑いづくりＰＬ

維持

☆☆
前年度決算

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理・立木調査委託）

事  業  名

予算の妥当性

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

今後の方向性

町有林管理　造林2.1ha 地拵2.6ha 下刈
9.9ha 間伐0ha 保育間伐0ha　野ネズミ
駆除10.5ha 枯損木伐採1件

事業費

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 450ha

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 450ha

―

事業費

完了

事業費

 林齢の古い町有林か
ら可能な限り伐採及び
造林を図っているが、
私有林の補助を優先し
ているため、町有林の
整備に必要な予算及び
人工が不⾜がちであ
る。

笑顔
ＰＪ

暮らしづくりＰＬ

7,400
耕地林務グループ

111301

森林整備推進対策事業補助金
造林38件 130ha　間伐13件 67ha　下刈に
対する補助84件 320ha

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 450ha　緑豊かな森づくり事業
へ

☆☆

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

個別計画

人づくりＰＬ

森林整備推進対策事業
補助⾦

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
予算の妥当性今後の方向性

24,555

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

私有林の整備（造林、下刈、除間伐）に対する町単
独補助

7,400

ローリ
ング後

 国や北海道で実施し
ている私有林整備の補
助に上乗せして支援す
ることで、森林所有者
の経済的な負担を軽減
して、森林整備を促進
することができた。

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 450ha

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助
流動化造林 450ha

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助

― ― ― 事業費

ローリ
ング前

4,758 事業費

7,400

これまでの効果

森林整備推進対策事業補助金
造林　除間伐　下刈に対する補助

事業費

☆☆
予算の妥当性

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理）

15,660

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理）

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理・立木調査委託）

今後の方向性

本年度予算

事業費

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

11,193

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理・立木調査委託）

未来につなぐ森づくり推進事業補助金
造林 140ｈａ

☆☆

25,000

継続

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理）

町有林管理（野ネズミ駆除・町有林整備工
事・支障木処理）ローリ

ング前

23,936

造林 カラマツ38件 130ha 260,720本

25,000

事業費

決算額

25,000 事業費

☆☆
本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 事業費

事業費



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑬）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事 業 概 要（３年間の概要）

―

施策事業Ｎｏ ⑬-４
事  業  名

人づくりＰＬ

 林道の点検を定期的
にあるいは大⾬等の後
に⾏い、破損個所を早
期に⾒つけて軽度なう
ちに補修することで、
隣接する山林における
伐採や樹木の運搬、そ
の他の管理作業が支障
無く⾏えた。

会計名称 一般会計

笑顔
ＰＪ ―

111306 3年間の事業費

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

 地域材の地産地消に
加え、定住促進の効果
もあった。
 森林環境譲与税を活
用した木材利用促進に
ついては、公共性を有
しない個人住宅への補
助になじまないため、
利用の方法を検討中。

個別計画

個別計画

耕地林務グループ

111304 3年間の事業費 1,560

一般会計

笑顔
ＰＪ

会計名称 一般会計

―

施策事業Ｎｏ ⑬-５

緑豊かな森づくり事業
補助⾦

人づくりＰＬ

会計名称

笑顔
ＰＪ

個別計画

これまでの成果と
今後の課題

― ―

事  業  名

事  業  名

 森林整備推進対策事
業を完了し、森林環境
譲与税を財源に加え
て、森林所有者の負担
軽減を図り更なる森林
整備を促す。
 森林整備に係る関係
者の要望と、植樹祭や
今後の木材利用の取組
との両⽴が課題。

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

耕地林務グループ

林道維持補修事業

地域材利用促進事業

520 520 520

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ

―

 森林環境譲与税を活用して、町の森林整備計画に
基づく造林・下刈り・除間伐等の助成を⾏い、森林
整備の促進及び地域林業の活性化を図る。

―

10673

これまでの成果と
今後の課題

10,597 10,597 10,597

3年間の事業費

⑬-６

  普通林道維持のための掘削、清掃、切込砕⽯に
よる補修。

111305

事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

 地域材（町内の森林認証材）を活用した住宅等新
増改築について、費用の一部を補助する。

事 業 概 要（３年間の概要）

継続

賑いづくりＰＬ

事業費事業費

31,791

暮らしづくりＰＬ

予算の妥当性
―

今後の方向性

事業費

10,597

ローリ
ング前

事業費 事業費 事業費

事業費

今後の方向性

6,000

事業費

550 事業費

地域で生産・加工された木材を活用した住
宅建築等に対する助成　10件

林道維持補修工事
※【豊里林道１号線　土砂掘削工等12箇
所】
　 【路面排水清掃】

決算額

前年度決算

―
前年度決算

☆☆

拡充

本年度予算

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費 10,597

進⾏状況

決算額

前年度決算

決算額

☆☆

本年度予算

予算の妥当性

造林　除間伐　下刈に対する補助
対象面積見込み合計 690ha
※森林環境譲与税を財源に活用

進⾏状況 これまでの効果

これまでの効果

改善

事業費 520 事業費

不要

☆☆

事業費 10,597 ―

造林　除間伐　下刈に対する補助
対象面積見込み合計 690ha
※森林環境譲与税を財源に活用

10,597

ローリ
ング後

地域で生産・加工された木材を活用した住
宅建築等に対する助成　6件

☆☆

造林　除間伐　下刈に対する補助
対象面積見込み合計 690ha
※森林環境譲与税を財源に活用

事業費

ローリ
ング後

ローリ
ング後

事業費

事業費 550

520

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃
　日並林道維持補修

151 事業費

事業費 550

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃
　日並林道維持補修

事業費
林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃
　日並林道維持補修

520

ローリ
ング前

造林　除間伐　下刈に対する補助
対象面積見込み合計 690ha
※森林環境譲与税を財源に活用

改善3,000

事業費 事業費

予算の妥当性

ローリ
ング前

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃

今後の方向性

520

林道維持補修工事
※舗装・路盤補修、路面排水清掃



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑭）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37

千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度

所管課 産業課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

 ５年毎の経営計画の
策定や通常の届出事務
に加え、新たな森林経
営管理の制度に対応す
るための情報管理に要
するシステムの構築を
進めることができた。

暮らしづくりＰＬ

2,192

ローリ
ング前

1,517

 森林経営計画の策定や伐採届等の届出事務、森林
認証制度定期審査や林地台帳整備に係るシステムの
導入等及び各種関連団体への負担⾦等

今後の方向性

各団体等負担金　※【森林認証定期審査
業務委託料　451】　　【森林所有者情報活
用推進事業システム更新委託料 220】
【森林経営管理制度に係る意向調査600】賑いづくりＰＬ

事業費

1,481

耕地林務グループ 2,218 2,192

人づくりＰＬ

予算の妥当性

☆☆
事  業  名 これまでの効果本年度予算 進⾏状況

各団体等負担金　※【森林認証定期審査
業務委託料　437】　　【森林所有者情報活
用推進事業システム導入委託料　1,836】

林務総務一般事務費

施策事業Ｎｏ

維持

⑭-１

決算額

ローリ
ング後

1,464 事業費

― ―

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

笑顔
ＰＪ

各団体等負担金　※【森林認証定期審査
業務委託料　437】　　【森林所有者情報活
用推進事業システム更新委託料 220】

3,053 1,698

2,026事業費

会計名称

各団体等負担金　※【森林認証定期審査
業務委託料　437】　　【森林所有者情報活
用推進事業システム更新委託料 220】

―

事業費

前年度決算

事業費

一般会計

2,026

個別計画

各団体等負担金　※【森林認証定期審査
業務委託料　451】　　【森林所有者情報活
用推進事業システム更新委託料 195】

☆☆

111401 3年間の事業費 6,436 10667

各団体等負担金　※【森林認証定期審査
業務委託料　451】　　【森林所有者情報活
用推進事業システム更新委託料 220】
【森林経営管理制度に係る意向調査 400】

2,218

各団体等負担金　※【森林認証定期審査
業務委託料　470】　　【森林所有者情報活
用推進事業システム更新委託料 220】
【森林経営管理制度に係る意向調査 600】

継続

事業費
各団体等負担金　※【森林認証定期審査
業務委託料　437】　　【森林所有者情報活
用推進事業システム更新委託料 220】



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
１．農林業の振興 （施策⑮）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

農業グループ

これまでの成果と
今後の課題

農作物の保護のため設置したエゾ⿅侵入フェンスに
ついて適正な維持管理を⾏う。

☆☆

111501

事業費 3,644 維持

事 業 概 要（３年間の概要）
鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成
熊捕獲檻1基導入

笑顔
ＰＪ

ローリ
ング前

笑顔
ＰＪ

事 業 概 要（３年間の概要）

111502

本年度予算
施策事業Ｎｏ

事  業  名

個別計画

エゾ⿅防止フェンス管
理事業補助⾦

会計名称 一般会計

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

⑮-２ ☆☆

10624 事業費

決算額 215 事業費 1,416 継続

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

3,1653,196

これまでの成果と
今後の課題

3,164 事業費

☆☆
予算の妥当性

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

今後の方向性

個別計画

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

施策事業Ｎｏ
事  業  名

3,165耕地林務グループ

408

―

10670

事業費

予算の妥当性

事業費 728 事業費 865

エゾ⿅侵入防止フェン
スの設置により、エゾ
⿅による農作物の食害
は減少している。⽼朽
化により維持管理の重
要性は増している。

事業費

前年度決算

ローリ
ング後

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

☆☆

これまでの効果

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

3年間の事業費 9,526

人づくりＰＬ

⑮-１

― ― ―

3年間の事業費

進⾏状況

不要

3,196 事業費

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助

3,164事業費

有害鳥獣駆除推進事業
・エゾシカ、キツネ、カラス、ｷｼﾞﾊﾞﾄ等の有害鳥
 獣の駆除推進に要する経費（実施隊員報酬、く
 くりワナ及び箱わな等購入）
・ヒグマ捕獲対応に係るハンターへの手当
・鳥獣被害防止対策協議会運営に係る負担⾦等会計名称

継続

 増加するヒグマの出
没や、ツネ等の駆除要
望に対応し、の捕獲実
績を増やすことができ
た。
 高齢化に伴うハン
ターの減少が課題で、
狩猟免許新規取得に対
する補助以外の新たな
対策が必要と感じる。

今後の方向性

決算額 3,013

人づくりＰＬ

事業費

ローリ
ング前

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

3,164

3,165 事業費 3,165〇

一般会計
ローリ
ング後

― 事業費

事業費

JA女満別・JAオホーツクへのエゾ鹿防止
フェンス資産税分補助
※Ｈ30年度～３２年度JAオホーツク分フェン
スを更新

鳥獣被害対策協議会隊員報酬
狩猟免許・エゾ鹿駆除助成



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
２．水産業の振興 （施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
２．水産業の振興 （施策②）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10678 事業費 90 事業費 90 事業費

商工グループ 90 90 90
120201 3年間の事業費 270

ローリ
ング前

管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

90

90 事業費 90

水産振興一般事務費
網走湖の内水面漁業の振興を図ることを目的とす
る。

内水面漁業の振興はも
とより、網走川流域の
関係団体との協⼒体制
を構築することができ
た。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

個別計画
― ― ― 事業費 90 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

☆☆
これまでの効果

決算額 90 事業費 90 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 管内密漁防止対策協議会負担金
道内水面漁業連合会負担金
網走川流域の会負担金

10681 事業費 500 事業費 500 事業費
商工グループ 500 500 500

120102 3年間の事業費 1,500

ローリ
ング前

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

500

事業費 500事業費 500 事業費 500

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

決算額 500 事業費 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

シジミ食味試験事業補
助⾦

網走湖産シジミに対する信頼確保のために臭気分
析、食味試験を実施するための補助⾦

臭気分析、食味試験を
⾏うことで仲買人の信
頼を得ている。今後も
シジミの出荷には欠か
せない試験である。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

実施期間：4～11月
試験内容：臭気分析、食味試験、脱臭試験

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10679 事業費 2,049 事業費 2,049 事業費

☆☆

商工グループ 2,049 2,049 2,049
120101 3年間の事業費 6,147

ローリ
ング前

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

2,049

2,049 事業費 2,049

水産振興対策補助⾦
網走湖の有用資源であるワカサギ、シラウオ、シジ
ミについて現存量、再⽣産状況の把握及び増殖技術
の確⽴を目的として等事業を⾏う。

資源量調査を実施し、
推定資源量を把握し、
漁獲量予測を⾏ってい
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

個別計画
― ― ― 事業費 2,049 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

☆☆
これまでの効果

決算額 2,049 事業費 2,049 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ シジミ、ワカサギ、シラウオ調査
湖内環境調査
流入河川・泥流出調査

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

3,116 3,573
事業費 3,598 事業費 3,166

3,140
130103 3年間の事業費 9,829 10713 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

湖畔管理業務委託
・夏タイヤ

湖畔管理業務委託
・キャンプ証等印刷432

湖畔管理業務委託

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

3,116 事業費 3,573 事業費 3,140
【観光案内所管理人雇用】
湖畔美化業務委託
・夏タイヤ

【観光案内所管理人雇用】
湖畔美化業務委託
・キャンプ証等印刷432

【観光案内所管理人雇用】
湖畔美化業務委託

3,166

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前商工グループ

決算額 3,521 事業費 5,108 継続湖畔管理事業
網⾛国定公園に属する網⾛湖⼥満別湖畔園地及び野
営場の管理並びに施設の維持補修。

湖畔における安心・快
適を心掛け管理してい
る。湿⽣植物群落のＰ
Ｒが課題。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-３ 【観光案内所管理人雇用】

湖畔美化業務委託
湖畔管理業務委託
水芭蕉群落木道撤去工事2,007

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110716 事業費 19,691 事業費 9,288 事業費
商工グループ 12,991 9,288 13,674

130102 3年間の事業費 35,953

ローリ
ング前

指定管理委託
【温泉ポンプ入替委託4,290】

指定管理委託 指定管理委託
【温泉ポンプ入替委託4,290】

13,674

事業費 13,674事業費 12,991 事業費 9,288

指定管理委託
【温泉ポンプ入替委託4,290】

決算額 15,238 事業費 19,748 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

指定管理委託
【温泉ポンプ入替委託4,290】

指定管理委託

藻琴山温泉芝桜公園管
理運営費

「東藻琴芝桜公園」の管理運営及び施設整備 東藻琴芝桜公園内の施
設を含めたＰＲの強化
と、今後集客増に向け
たシーズン中のイベン
ト開催などの検討が必
要。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 指定管理委託
【温泉ポンプ入替委託4,104】

指定管理委託
【イチゴハウス管理委託料5,541】
【送湯ポンプ取替工事972】

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10728 事業費 20,475 事業費 20,475 事業費

☆☆

商工グループ 20,670 20,670 20,670
130101 3年間の事業費 62,010

ローリ
ング前

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

20,475

20,670 事業費 20,670

朝⽇ヶ丘公園管理費
町の観光振興と町⺠の憩いの場としての公園管理の
充実。

パークゴルフ人口の増
加に伴い、利⽤客は増
加している。平成２７
年度に⾏ったコースの
改修により芝の⽣育状
況も年々良くなってき
ている。指定管理
者制度への移⾏時期の
検討を要する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

個別計画
― ― ― 事業費 20,670 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

☆☆
これまでの効果

決算額 19,143 事業費 20,844 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 施設管理委託
ＰＧ管理人雇用､大会費助成

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円1,045

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前商工グループ 1,075 936

事業費 906 事業費 806
936

130104 3年間の事業費 2,947 10712 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修
【トイレ塗装修繕139】

バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修

バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,075 事業費 936 事業費 936
バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修
【トイレ塗装修繕139】

バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修

バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 1,195 事業費 879 継続藻琴山登山道管理費
藻琴山の登山道及び８合目の銀嶺山荘とバイオトイ
レの管理及び維持補修

８合目までの砂利道整
備や仮設トイレを設置
し、登山者の利便性を
図った。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-４ バイオトイレ管理委託

登山道（林道）砂利補修
バイオトイレ管理委託
登山道（林道）砂利補修

☆☆ ☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策②）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 〜
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

2,200 2,200
事業費 2,200 事業費 2,200

2,200
130203 3年間の事業費 6,600 10717 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催

ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催

ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

2,200 事業費 2,200 事業費 2,200
ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催

ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催

ふるさとまつり実行委員会交付金
8月下旬開催

2,200

個別計画
― 〇 ― 事業費

ローリ
ング前商工グループ

決算額 2,200 事業費 2,200 継続
ふるさとまつり実⾏委
員会交付⾦

実⾏委員会が⾏う「ノンキーランドふるさとまつ
り」に対する補助

天候にも左右される
が、町の観光・商工振
興、同時に出場者・応
援者との交流の場がで
き、地域活性化が図ら
れている。内容のマン
ネリ化が課題。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-３ 8/27開催　入込者 4千人 8/25開催　入込者 4千人 ☆☆

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

維持

110702 事業費 事業費 事業費
商工グループ

130202 3年間の事業費

ローリ
ング前

事業費事業費 事業費

決算額 事業費 改善

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

グリーンツーリズム推
進事業

グリーン・ツーリズムに対応するためのほ場を管
理。

町有地（畑）をめまん
べつ産業開発公社に委
託し、管理していただ
いているが、現在進め
られている農泊事業が
展開していく中で選定
されたメニューを活⽤
し実施できるか検討す
る。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-２ ☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10709 事業費 3,212 事業費 3,212 事業費
商工グループ 2,727 2,727 2,727

130201 3年間の事業費 8,181

ローリ
ング前

ほ場管理委託(朝日ヶ丘公園、空港周辺、ト
マップ川公園)、農地補償

ほ場管理委託(朝日ヶ丘公園、空港周辺、ト
マップ川公園)、農地補償

ほ場管理委託(朝日ヶ丘公園、空港周辺、ト
マップ川公園)、農地補償

3,212

2,727 事業費 2,727

ひまわり作付事業
観光資源として「ひまわり」の作付け振興の実施及
びひまわり種⼦及び肥料の⽀給。

観光資源として定着
してきた。作付面積
が減少しないように
作付者に協⼒を願
う。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

ほ場管理委託(朝日ヶ丘公園、空港周辺、ト
マップ川公園)、農地補償

個別計画
― ― ― 事業費 2,727 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ほ場管理委託(朝日ヶ丘公園、空港周辺、ト
マップ川公園)、農地補償

ほ場管理委託(朝日ヶ丘公園、空港周辺、ト
マップ川公園)、農地補償

ほ場管理委託(朝日ヶ丘公園、空港周辺、ト
マップ川公園)、農地補償

☆☆
これまでの効果

決算額 3,041 事業費 2,677 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ ほ場管理委託(朝日ヶ丘公園、空港周辺、ト
マップ川公園)、農地補償

☆☆
予算の妥当性

維持

効果が現れていない
予算の妥当性

―

☆☆
予算の妥当性



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策②）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 125 事業費 125

10835 事業費 125 事業費 125 事業費
政策グループ 125 125 125

130206 3年間の事業費 375

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

女満別空港スカイフェスティバル
空港・航空への理解を深めるため、空港敷
地内で各種体験や抽選会等実施

ローリ
ング前

女満別空港スカイフェスティバル
空港・航空への理解を深めるため、空港敷
地内で各種体験や抽選会等実施

女満別空港スカイフェスティバル
空港・航空への理解を深めるため、空港敷
地内で各種体験や抽選会等実施

女満別空港スカイフェスティバル
空港・航空への理解を深めるため、空港敷
地内で各種体験や抽選会等実施

125

事業費 125

決算額 125 事業費 125 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

女満別空港スカイフェスティバル
空港・航空への理解を深めるため、空港敷
地内で各種体験や抽選会等実施

女満別空港スカイフェスティバル
空港・航空への理解を深めるため、空港敷
地内で各種体験や抽選会等実施

空港対策費（⼥満別空港
にぎわいづくり事業）

9月20⽇（空の⽇）から10⽇間の「空の旬間」の趣
旨を踏まえ、航空への理解深化や⼥満別空港のにぎ
わいづくりにつなげるため、空港関係機関で実⾏委
員会を組織し、負担⾦を拠出し合って「スカイフェ
ルティバル」を開催。

イベントは一定程度認
知されており、空港の
賑わいづくりにも効果
があるイベントとして
定着。
周辺イベントとの重複
会費と内容充実が課
題。

今後の方向性

個別計画
― 〇 ―

施策事業Ｎｏ ②-６ 女満別空港スカイフェスティバルを開催
他自治体の地域イベントとの重複を避け集客
につなげることを目的に開催時期を変更

女満別空港スカイフェスティバル
空港・航空への理解を深めるため、空港敷
地内で各種体験や抽選会等実施

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110715 事業費 3,380 事業費 3,380 事業費

ローリ
ング前

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

3,380

3,590 事業費 3,590
賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

商工グループ 3,590 3,590 3,590
130205 3年間の事業費 10,770

決算額 3,380 事業費 3,590 継続観光夏まつり補助⾦
ＮＰＯ法人めまんべつ観光協会が⾏う「めまんべつ
観光夏まつり」⾏事に対する補助。

夏まつりイベントの充
実を図るとともに、ド
ラゴンボート参加チー
ムを増加させるためＰ
Ｒ活動を強化する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

個別計画
― 〇 ― 事業費 3,590 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-５ 観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

観光夏まつりへの補助
ドラゴンボート、水上花火　他

☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

5,700

個別計画
― 〇 ― 事業費

ローリ
ング前商工グループ 7,700 4,700

事業費 4,700 事業費 4,700
4,700

130204 3年間の事業費 17,100 10716 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他
(芝桜ライトアップ)

芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他

芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

7,700 事業費 4,700 事業費 4,700
芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他
(芝桜ライトアップ)

芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他

芝桜まつり実行委員会交付金
歌謡ショー　他

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 3,000 事業費 4,700 継続
芝桜まつり実⾏委員会
交付⾦

芝桜まつり実⾏委員会が⾏う「芝桜まつり」に対す
る補助

今後も集客に結び付く
催し物等、交流の場を
つくり地域活性化を図
る。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-４ 5/3～6/3　入園者 81,556人

歌謡ショー　他
5/3～6/2　入園者 69,992人
歌謡ショー　他

☆☆ ☆☆
予算の妥当性

拡充

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策②）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 31 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 Ｒ7
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 地域振興課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 事業費 事業費

産業グループ 1,000
130209 3年間の事業費 1,000

ローリ
ング前

事業費

全国芝桜フォーラムｉ
ｎ⼤空町交付⾦

⼤空町誕⽣１５年を記念し、全国芝桜フォーラムを
開催することに対する⽀援。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

全国芝桜フォーラムｉｎ大空町に対する補助
金

個別計画 Ｒ２
― ― ― 事業費 1,000 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-９ ―
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

決算額 事業費 ―

事業費 事業費

事業費 事業費

観光事業者誘致事業
観光事業を展開できる企業の誘致、⽀援。 進んでいない。観光事

業者の誘致に至ること
なく、望まれる成果が
得られていない。

今後の方向性

130208 3年間の事業費 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前商工グループ

事業費 事業費 事業費

決算額 事業費 改善

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-８ 進んでいない
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

130207 3年間の事業費

ローリ
ング前

事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

町⺠ビッグデー実⾏委
員会交付⾦

平成２７年度⼤空町誕⽣１０年を記念した、町⺠対
象のイベントに対し⽀援。
令和７年度は⼤空町誕⽣２０年となる。

⼤空町誕⽣２０年とな
る令和７年度において
町⺠を対象としたイベ
ントに対し⽀援する
（予定）

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

―

商工グループ

決算額 事業費 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ②-７ ☆☆
予算の妥当性

―

効果が現れていない
予算の妥当性

―

―

進⾏状況 これまでの効果

―
予算の妥当性



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策③）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 28
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10730 事業費 5,731 事業費 5,731 事業費

商工グループ 5,927 5,767 5,767
130302 3年間の事業費 17,461

ローリ
ング前

清掃委託
施設管理経費

清掃委託
施設管理経費

清掃委託
施設管理経費

5,731

事業費 5,767事業費 5,927 事業費 5,767

清掃委託
施設管理経費

決算額 5,233 事業費 5,893 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

清掃委託
施設管理経費

清掃委託
施設管理経費

メルヘン観光交流セン
ター管理運営費

観光情報発信及び道の駅の賑わいを創出するメルヘ
ン観光交流センターの維持管理。

⼤空町及びオホーツク
地域の観光情報の発信
や地場産品の推進に寄
与している。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ③-２ 清掃委託
施設管理経費

清掃委託
施設管理経費

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10729 事業費 事業費 事業費

☆☆

商工グループ
130301 3年間の事業費

ローリ
ング前

事業費

藻琴山温泉芝桜公園整
備事業

観光施設「東藻琴芝桜公園」の施設整備 今後はソフト面を充実
させ、誘客促進を図
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―
これまでの効果

決算額 事業費 完了 ―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ ―
予算の妥当性

予算の妥当性

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策④）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10711 事業費 2,952 事業費 2,952 事業費

商工グループ 3,921 3,921 3,246
130402 3年間の事業費 11,088

ローリ
ング前

【イベント関連経費　864】 【イベント関連経費　864】 【イベント関連経費　864】

2,277

事業費 3,246事業費 3,921 事業費 3,921

【イベント関連経費　660】

決算額 8,370 事業費 3,848 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【イベント関連経費　660】 【イベント関連経費　660】

観光振興一般事務費
観光振興に係る業務全般の事務経費・広域観光協議
会等各種団体への負担⾦等。

サイクリング事業やウ
インターフィールド事
業、湖を活⽤した体験
イベントの開催などに
より通過型観光から体
験・滞在型観光を目指
す。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ④-２ 【サイクリング地域活性化事業負担金1,000】
【イベント関連経費864】【八景看板設置
1,467】地域おこし協力隊員1人

【イベント関連経費　864】
【ノンキーランド商標登録　325】
地域おこし協力隊員1人

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110717 事業費 2,494 事業費 5,294 事業費
商工グループ 2,558 1,194 4,694

130401 3年間の事業費 8,446

ローリ
ング前

広告
ＨＰライセンス更新
【観光パンフ増刷　700】

ＨＰライセンス更新
【観光パンフ刷新　3,500】

広告（ラジオ含む）
ＨＰライセンス更新
【観光パンフ増刷　1,364】

1,794

1,194 事業費 4,694

観光情報クロスメディ
ア発信事業

町の観光情報のをインターネット発信や観光関連雑
誌への広告記事掲載
外国人観光客のための観光ホームページの多言語
化。

町の観光情報を雑誌、
ラジオやＳＮＳなど各
種媒体を通じて発信し
ている。観光情報の多
言語化（特に最新情報
への更新）が課題であ
る。クロスメディアを
活⽤し国内外を問わず
⼤空町の知名度ＵＰを
図る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

広告
【観光パンフ増刷　1,364】

個別計画
― 〇 ― 事業費 2,558 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

広告 広告
【観光パンフ増刷　3,500】

広告 ☆☆
これまでの効果

決算額 5,055 事業費 2,205 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ④-１ 広告（ラジオ含む）
【観光パンフ増刷　1,318】

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
３．観光産業の振興 （施策⑤）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10714 事業費 7,046 事業費 7,046 事業費

商工グループ 13,517 13,517 13,517
130501 3年間の事業費 40,551

ローリ
ング前

NPO観光協会への補助 NPO観光協会への補助 NPO観光協会への補助

7,046

13,517 事業費 13,517

観光協会補助⾦
観光振興に資するためのNPO法人オホーツク⼤空
町観光協会に対する補助

引き続き、観光イベン
トの企画運営や、観光
情報等の宣伝活動を
⾏っていただく。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

NPO観光協会への補助

個別計画
― ― ― 事業費 13,517 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

NPO観光協会への補助 NPO観光協会への補助

NPO観光協会への補助 ☆☆
これまでの効果

決算額 7,346 事業費 13,517 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ⑤-１ NPO観光協会への補助



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

208 208
事業費 211 事業費 211

108
140103 3年間の事業費 524 10701 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

208 事業費 208 事業費 108
『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助

211

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

商工グループ

決算額 4,691 事業費 213 継続商工業振興一般事務費
商工振興一般事務の推進 ホームページ作成事業

補助⾦については、利
用者が少ないため、事
業の廃止も含めて検討
が必要。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-３ 『商工振興一般事務費のうち　異業種交流

以外』　商工業者ＨＰ作成補助
　【空港テナント補助3,240】

『商工振興一般事務費のうち　異業種交流
以外』　商工業者ＨＰ作成補助

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10727 事業費 1,970 事業費 1,970 事業費
商工グループ 1,970 1,970 1,970

140102 3年間の事業費 5,910

ローリ
ング前

指定管理委託による施設管理 指定管理委託による施設管理 指定管理委託による施設管理

1,970

事業費 1,970事業費 1,970 事業費 1,970

指定管理委託による施設管理

決算額 2,528 事業費 2,219 改善

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

指定管理委託による施設管理 指定管理委託による施設管理

地域振興会館管理費
⼥満別地域振興会館の管理 事業運営、管理運営を

含めた運営面は全般的
に良好である。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 指定管理委託による施設管理
女子トイレ洋式化
利用者　847人

指定管理委託による施設管理
男子トイレ改修

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10703 事業費 12,633 事業費 12,633 事業費
商工グループ 16,500 16,500 16,500

140101 3年間の事業費 49,500

ローリ
ング前

商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）

商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）

商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）

12,633

16,500 事業費 16,500

商工会補助⾦
町の商工振興に資するために、商工会に対し補助を
⾏う。

東藻琴支所の拡充に伴
い管理費が増額となっ
ている。プレミアム商
品券については、効果
検証を⾏い、事業を継
続するか検討する必要
がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）

個別計画
― ― ― 事業費 16,500 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）

商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）

商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）

☆☆
これまでの効果

決算額 16,353 事業費 16,249 継続

☆☆
予算の妥当性

拡充

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 商工会補助金（人件費5人、経営指導費、
活動費）
【プレミアム商品券事業　2,500】

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策②）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10701 事業費 583 事業費 583 事業費

商工グループ
140201 3年間の事業費

ローリ
ング前

『商工振興一般事務費の内異業種交流事
業』
異業種交流事業経費

『商工振興一般事務費のうち異業種交流事
業』
異業種交流事業補助金

『商工振興一般事務費の内異業種交流事
業』
異業種交流事業経費

583

事業費

商工業振興一般事務費
（異業種交流事業）

町内外で勤務されている様々な業種、団体の方を対
象にスポーツやカルチャーセミナーなどを通して交
流を図る。

参加者同⼠の交流の結
果、これまでに２組が
結婚している。また、
各種団体間での交流も
⾏われている。しか
し、これまでは⻘年団
体連携会議が企画運営
を⾏っていたが、今年
からは産業課が直営で
⾏っている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

個別計画
〇 ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『商工振興一般事務費のうち異業種交流事
業』
異業種交流事業経費
8/24　79名

☆☆
これまでの効果

決算額 563 事業費 548 完了

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 『商工振興一般事務費の内異業種交流事
業』
異業種交流事業経費
8/18　70名　　3/3　22名

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

商工グループ
事業費 事業費140104 3年間の事業費 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 事業費

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 1,016 事業費 300 完了まちゼミ事業
商店主が講師となり、専門的な知識や情報を受講者
に伝え、集客アップ・個店活性化、街のにぎわいづ
くりに貢献する。

講座数も受講者も年々
増え続けている。今年
度から実⾏委員会形式
で初開催となるので、
状況を⾒極めたい。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-４ 【まちゼミ新規開催経費分】

ワークショップ4回
【まちゼミ開催経費分】
実行委員会補助金

☆☆ ☆☆
予算の妥当性

―

☆☆
予算の妥当性

―



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策③）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

9,000 9,000
事業費 事業費140303 3年間の事業費 18,000 10731 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

住宅リフォーム補助　３0件 住宅リフォーム補助　３0件

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

9,000 事業費 9,000 事業費
個別計画

― 〇 ― 事業費

ローリ
ング前

決算額 13,601 事業費 9,000 継続
住宅リフォーム促進事
業補助⾦

住宅リフォームに要する費用の一部を補助すること
により、住宅の安全性・耐久性及び居住性の向上を
図り、町⺠の快適な住環境の向上に資するととも
に、町内建設産業の振興及び雇用の促進、地域経済
の活性化を図ることを目的とする。

平成３０年度に要綱を
改正し、不備を是正、
期限の延⻑を⾏った。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ③-３ 住宅リフォーム補助　５0件 住宅リフォーム補助　３0件 ☆☆

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

☆☆
予算の妥当性

維持

10733 事業費 1,000 事業費 1,000 事業費
商工グループ 1,000 1,000 1,000

140302 3年間の事業費 3,000

ローリ
ング前

発行ポイント　500,000pint 発行ポイント　500,000pint 発行ポイント　500,000pint

1,000

事業費 1,000事業費 1,000 事業費 1,000

発行ポイント　500,000point

決算額 1,042 事業費 1,100 継続 維持

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

発行ポイント　500,000point 発行ポイント　500,000point

ポイントカード事業
地元商店街の活性化の一環として、町が指定する事
業に参加した町⺠に対し、ポイントを発⾏し、賑わ
い殿増大、ポイントカード事業の効果的な展開を図
り、地域における消費活動が円滑かつ効果的に循環
し活性化することを目的とする。

近年は若い方もポイン
トカードを利用するよ
うになっており、発⾏
数が増えている。

今後の方向性

個別計画
― 〇 ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ③-２ 発行ポイント　45事業521,000pint 発行ポイント　550,000point ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10702 事業費 6,000 事業費 6,000 事業費140301 3年間の事業費 18,000

ローリ
ング前

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

6,000

6,000 事業費 6,000事業費 6,000 事業費

決算額 5,541 事業費 6,000 継続

商工グループ 6,000 6,000 6,000

中⼩企業振興資⾦利⼦
補給⾦

当該融資に対し、毎年度予算の範囲内において、町
税及び使用料等を完納している者に対し、保証料と
利⼦の一部（３分の２）を補給する。

近年は景気が回復傾向
にあることから設備投
資が増加傾向にある。
運転資⾦についても、
新規借入が多く、町内
中⼩企業者の経営に寄
与していると考える。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

個別計画
― 〇 ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ 中小企業振興利子補給
運転資金　　63件　　4,111,103円
設備資金　　22件　　1,429,948円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

中小企業振興利子補給
運転資金
設備資金

☆☆
これまでの効果



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策③）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 1,200 事業費 1,200

事業費 事業費 事業費
1,200 1,200

140306 3年間の事業費 2,400

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

ローリ
ング前

事業費

決算額 事業費 1,200 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

チャレンジ起業支援補助　2件 チャレンジ起業支援補助　2件

チャレンジ起業支援事
業

町内で新たに起業する若者に対し、店舗・設備の賃
借料を補助することにより、商店街等の賑わい創出
と活性化を図る

今 後 の 方 向 性

個別計画
― ― ―

施策事業Ｎｏ ③-６ チャレンジ起業支援補助　2件 ―
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進 ⾏ 状 況 これまでの効果

事業費 事業費 事業費

ローリ
ング前

1,200 事業費

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

店舗改修2件、設備投資2件

1,200 1,200
140305 3年間の事業費 2,400

決算額 事業費 1,200 継続
商工業店舗改修・設備投
資促進支援事業補助⾦

店舗改修又は設備投資に要する経費の一部を補助す
ることで、商工事業者の持続的な経営を支援し、産
業の活性化を図る

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

店舗改修2件、設備投資2件

個別計画
― ― ― 事業費 1,200 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ③-５ 店舗改修2件、設備投資2件 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

事業費 事業費140304 3年間の事業費 10735 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 事業費

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 155 事業費 完了店舗改修事業補助⾦
商店街の活性化に資する店舗改修に要する費用の一
部への補助

店舗のイメージアッ
プ、商店街の活性化に
寄与している。
Ｒ元年度に商工業店舗
改修・設備投資促進支
援事業に統合した。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ③-４ 町内店舗改修者への補助 ☆☆

☆☆
予算の妥当性

維持

―
予 算 の 妥 当 性

―

☆☆
予算の妥当性

―



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
４．商業・サービス業の振興 （施策④）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 教育委員会 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円11035 事業費 事業費 事業費

東藻琴高等学校

140402 3年間の事業費 -

ローリ
ング前

東藻琴高校実習費マルシェ分 東藻琴高校実習費マルシェ分 東藻琴高校実習費マルシェ分

事業費事業費 事業費

決算額 75 事業費 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

東藻琴高等学校実習費
（高校マルシェ事業）

生徒が作成した農産加工製品等の販売会の実施によ
る市街地の活性化

生徒実習製品の販売を
通して、地域住⺠とふ
れあい、高校の活動を
理解してもらえた。地
域の商店と協⼒した販
売会が根付いた。道の
駅での開催になったこ
とで、店舗の借上げ料
は必要なくなった。

今後の方向性

個別計画
― 〇 ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ④-２ 東藻琴高校実習費マルシェ分
高校マルシェ店舗借上げ料　75

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10732 事業費 500 事業費 500 事業費

☆☆

商工グループ 500 500 500
140401 3年間の事業費 1,500

ローリ
ング前

めまんべつ盆踊り保存会への補助 めまんべつ盆踊り保存会への補助 めまんべつ盆踊り保存会への補助

500

500 事業費 500

盆踊り事業補助⾦
めまんべつ盆踊り保存会に対する補助 ⼥満別「よされ」の保

存活動、納涼盆踊りの
開催など若者が中⼼と
なって夏の風物詩であ
る盆踊りを盛り上げて
いる。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

めまんべつ盆踊り保存会への補助

個別計画
― ― ― 事業費 500 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

めまんべつ盆踊り保存会への補助 めまんべつ盆踊り保存会への補助

めまんべつ盆踊り保存会への補助 ☆☆
これまでの効果

決算額 3,308 事業費 500 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ④-１ めまんべつ盆踊り保存会への補助
【アルミ製やぐらｽﾃｰｼﾞ購入2,808】

予算の妥当性

不要



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
５．工業・地場産業の振興 （施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 7
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

4,652 2,087
事業費 3,031 事業費 2,268

1,461
150103 3年間の事業費 8,200 10230 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

企業誘致促進補助金　8社9事業所分
新規2社（歯科医院）
継続6社7事業所

企業誘致促進補助金　3社3事業所分
継続2社2事業所
＋新規分見込

企業誘致促進補助金
継続1社1事業所
＋新規分見込笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

4,652 事業費 2,087 事業費 1,461
企業誘致促進補助金　7社分
新規（Ｈ31新設2億円施設）
継続6社

企業誘致促進補助金　2社分

継続2社

企業誘致促進補助金

7,027

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

政策グループ

決算額 11,917 事業費 4,911 改善
企業振興促進補助⾦（新
増設施設助成分）

企業振興促進補助⾦交付により⼤空町の活性化につ
ながる企業の振興の促進
町内に事業所を新設（増設）する事業者に対する助
成

事業所の新増設はある
ものの、雇用機会の創
出に資する事業所が少
なく、本補助制度の⾒
直しが必要。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-３ 企業誘致促進補助金　5社8事業所分

新規3社（新ｴﾈﾙｷﾞｰ施設新設）
継続2社(うち1社新ｴﾈﾙｷﾞｰ施設新設)

企業誘致促進補助金　6社8事業所分
新規1社（新エネルギー増設Ｈ30）
継続5社7事業所

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10229 事業費 355 事業費 355 事業費
政策グループ 373 373 373

150102 3年間の事業費 1,119

ローリ
ング前

企業誘致活動（首都圏・道央圏等） 企業誘致活動（首都圏・道央圏等） 企業誘致活動（首都圏・道央圏等）

355

事業費 373事業費 373 事業費 373

企業誘致活動旅費（首都圏・道央圏等）
208、企業信用調査料115、食糧費50

決算額 205 事業費 3,373 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

企業誘致活動旅費（首都圏・道央圏等）
208、企業信用調査料115、食糧費50

企業誘致活動旅費（首都圏・道央圏等）
208、企業信用調査料115、食糧費50

企業誘致対策費
企業誘致活動・誘致企業情報収集 企業に対して能動的に

アプローチする機会と
して⼤阪市内でビジネ
スセミナーを開催し
た。参加企業の誘致等
に繋げる。
また、PR活動や支援施
策や用地確保などに取
り組み、積極的な誘致
活動を⾏う。

今後の方向性

個別計画
― 〇 ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 企業誘致活動（首都圏・道央圏） 企業誘致活動（首都圏・道央圏等）
ビジネスセミナー開催（大阪）

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10228 事業費 84 事業費 84 事業費

☆☆

政策グループ 84 84 84
150101 3年間の事業費 252

ローリ
ング前

企業誘致委員　8名 企業誘致委員　8名 企業誘致委員　8名

84

84 事業費 84

企業誘致委員会報酬
企業誘致委員会の開催 企業振興促進条例に基

づく指定に関する意⾒
聴取だけでなく、企業
誘致に関する情報交換
の場となっている。
令和元年度には企業誘
致委員会委員2名が⼤阪
で開催したビジネスセ
ミナーに同⾏した。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

企業誘致委員　8名

個別計画
― ― ― 事業費 84 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

企業誘致委員　8名 企業誘致委員　8名

企業誘致委員　8名
ビジネスセミナー同行旅費2名分

☆☆
これまでの効果

決算額 68 事業費 384 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 企業誘致委員　8名
企業誘致委員会2回開催

予算の妥当性

維持

☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
５．工業・地場産業の振興 （施策②）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10233 事業費 500 事業費 500 事業費

企画グループ 500 500 500
150201 3年間の事業費 1,500

ローリ
ング前

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業）

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業）

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業）

500

500 事業費 500

元気づくり応援事業補助
⾦（地場産業振興事業）

町⺠が⾃主的・主体的に⾏う、産業等を活かしたま
ちづくりと、活⼒と潤いのある元気なまちづくりを
応援する。①地場産業振興事業：補助対象経費の
1/2以内で５０万円限度

元気なまちづくりを応
援する支援策としての
ＰＲが必要である。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業）

個別計画
― 〇 ― 事業費 500 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業）

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業）

元気づくり応援事業
（地場産業振興事業）

☆☆
これまでの効果

決算額 338 事業費 500 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 元気づくり応援事業
地場産業振興事業2件

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
５．工業・地場産業の振興 （施策③）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

192 192
事業費 192 事業費 192

192
150303 3年間の事業費 576 10726 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

192 事業費 192 事業費 192
道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

192

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

商工グループ

決算額 179 事業費 183 継続道の駅振興事業
「道の駅メルヘンの丘めまんべつ」を通じた北海道
地区道の駅連絡会との連携

平成２９年９⽉に「道
の駅ノンキーランドひ
がしもこと」がオープ
ンし、多くの観光客が
訪れている。
「道の駅メルヘンの丘
めまんべつ」及び道の
駅連絡会と連携し、更
なる観光振興、地域の
活性化を図る。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ③-３ 道の駅連絡協議会負担金

道の駅連絡協議会担当者会議
道の駅連絡協議会負担金
道の駅連絡協議会担当者会議

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

予算の妥当性

維持

110620 事業費 29,826 事業費 22,826 事業費
商工グループ 29,825 22,825 22,825

150302 3年間の事業費 75,475

ローリ
ング前

指定管理委託による施設管理
【ソフトクリーム製造機7,000】

指定管理委託による施設管理 指定管理委託による施設管理

22,826

事業費 22,825事業費 29,825 事業費 22,825

指定管理委託による施設管理

決算額 40,475 事業費 100,877 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

指定管理委託による施設管理
【ソフトクリーム製造機7,000】

指定管理委託による施設管理

ひがしもこと乳酪館管
理費

乳製品の開発及び製造と観光振興を担う「ひがしも
こと乳酪館」の維持管理

乳製品の売り上げは増
となっているが、年間
の来館者数はのびてい
ない。新しい乳製品の
開発等また、利用しや
すい施設運営が必要。

今後の方向性

個別計画
― 〇 ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ③-２ 指定管理委託による施設管理
【大規模改修調査設計　2,786】

指定管理委託による施設管理
【大規模改修工事　75,919】

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110618 事業費 29,191 事業費 29,041 事業費
農業グループ 29,491 29,741 31,343

150301 3年間の事業費 90,575

ローリ
ング前

『新規就農者施設分除く』指定管理料
給湯ボイラー300

『新規就農者施設分除く』指定管理料
給湯ボイラー150

『新規就農者施設分除く』指定管理料
外壁塗装工事26,000

54,891

29,741 事業費 31,343

メルヘン公園管理費（特
産品開発及び施設管理）

メルヘン公園（メルヘンカルチャーセンター）の適
正な維持管理及び農産物の加工研究

指定管理委託により、
農産物の加工研究や適
正な維持管理が図られ
ている。施設建設から
１５年以上が経過し、
より一層の適正な維持
管理が求められる。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『新規就農者施設分除く』指定管理料
給湯ボイラー300

個別計画
― 〇 ― 事業費 29,491 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『新規就農者施設分除く』指定管理料
給湯ボイラー150

『新規就農者施設分除く』指定管理料
高圧ケーブル取替工事1,752

『新規就農者施設分除く』指定管理料
給湯ボイラー300、圧力殺菌窯更新1,540

☆☆
これまでの効果

決算額 35,683 事業費 30,821 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ 『新規就農者施設分除く』指定管理料
温室動力制御盤改修工事 4,304

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
６．雇用機会の確保（施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 総務課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

400 400
事業費 400 事業費 400

400
160103 3年間の事業費 1,200 110618 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

400 事業費 400 事業費 400
『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

400

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

農業グループ

決算額 400 事業費 400 改善
メルヘン公園管理費（新
規就農施設事業）

農業技術を習得するための新規就農者への滞在生活
の支援

新規就農希望者への滞
在生活を支援するため
の施設であるが、稼働
率は良くない状況であ
る。ＰＲ方法などにつ
いて再考する必要があ
る。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-３ 『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』

指定管理委託
『メルヘン公園管理費のうち新規就農者分』
指定管理委託

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10230 事業費 1,000 事業費 事業費
政策グループ 600 600

160102 3年間の事業費 1,200

ローリ
ング前

企業振興補助金（雇用助成事業）
Ｈ31新設企業新規雇用　1社5人

事業費 600事業費 事業費 600

新規分見込　雇用増3人

決算額 事業費 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

新規分見込　雇用増3人

企業振興促進補助⾦
（雇用増加分助成）

企業振興促進補助⾦交付により⼤空町の活性化につ
ながる企業の振興の促進
町内に事業所を新増設し、雇用の増加があった者に
対し助成措置

事業所の新増設はある
ものの、雇用の増加が
伴う事業所は殆どな
く、本助成制度の⾒直
しが必要。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ ☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10502 事業費 151 事業費 136 事業費

☆

商工グループ 106 106 106
160101 3年間の事業費 318

ローリ
ング前

関連機関への負担金 関連機関への負担金 関連機関への負担金

136

106 事業費 106

労働対策事業
公共職業安定所や関係機関と連携を図り、雇用対策
の推進する。

景気は回復傾向にある
が、雇用状況は厳しい
現状にあるため、関係
機関と連携して雇用促
進を図る必要がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

関連機関への負担金

個別計画
― ― ― 事業費 106 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

関連機関への負担金 関連機関への負担金

関連機関への負担金 ☆☆
これまでの効果

決算額 84 事業費 106 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 関連機関への負担金

予算の妥当性

維持

☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
６．雇用機会の確保（施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 13,777 事業費 8,277

事業費 11,977 事業費 6,477 事業費
商工グループ 13,777 8,277 4,927

160106 3年間の事業費 26,981

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

【正規雇用補助】
地域雇用コーディネーター1名

ローリ
ング前

【正規雇用補助】
地域雇用コーディネーター1名

【正規雇用補助】
地域雇用コーディネーター1名

【正規雇用補助】
地域雇用コーディネーター1名

3,527

事業費 4,927

決算額 11,219 事業費 14,085 ―

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【正規雇用補助】
地域雇用コーディネーター1名

【正規雇用補助】
地域雇用コーディネーター1名

地域就業者雇用確保
雇用促進を図るため、新たに常用労働者を雇用する
事業主に対し、賃⾦等の一部を助成し、雇用機会の
拡⼤及び雇用環境の充実並びに定住促進を図ること
を目的とする。

令和元年度から、従業
員数が純増していない
企業は対象にならない
ように要綱改正を⾏っ
た。次年度以降の事業
の継続について検討す
る。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

施策事業Ｎｏ ①-６ 【正規雇用補助】6件
地域雇用コーディネーター1名

【正規雇用補助】
地域雇用コーディネーター1名

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費 事業費 事業費160105 3年間の事業費

ローリ
ング前

技術習得における研修の支援 技術習得における研修の支援

事業費

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

商工グループ

決算額 373 事業費 1,000 ―
地域産業人材育成事業
《キャリアアップ助成》

専門的な技術習得を図り優秀な人材を確保するた
め、事業主に対し技術習得研修等に係る費用の一部
を助成し、企業の安定的な経営基盤の確保と雇用機
会の拡⼤及び雇用環境の充実並びに定住促進を図る
ことを目的とする。

短期で軽微な資格取得
に係る申請は増えてい
るが、堰を置きながら
学校等で資格取得を目
指す方は未だにいな
い。今後の事業継続に
ついて検討する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

個別計画
〇 ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-５ 技術習得における研修の支援
中型免許、大型免許ほか計18件

技術習得における研修の支援 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

1,000

個別計画
〇 ― ― 事業費

ローリ
ング前

農業グループ 1,000 1,000
事業費 1,000 事業費 1,000

1,000
160104 3年間の事業費 3,000 110628 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,000 事業費 1,000 事業費 1,000
JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 1,500 事業費 1,000 継続
農業担い手実践研修支
援事業補助⾦

農業後継者及び新規参入者を対象とするＪＡ主催の
研修会への支援

新規就農者を対象に実
践的技術の研修、技能
研修に対する費用を支
援することにより、新
規就農者の営農技術の
向上に貢献しており、
今後も継続支援する。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-４ JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手

実践研修支援事業への補助
JA女満別及びJAオホーツクに対する担い手
実践研修支援事業への補助

☆☆ ☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

縮小

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
６．雇用機会の確保（施策①）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 30 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第1章 にぎわい ひろがる 産業のまちづくり
５．工業・地場産業の振興 （施策②）

（平成 30 年度） （令和 1 年度）

千円 千円

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 2 年度 3 年度 4 年度
所管課 産業課 事業費
総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円46178 事業費 事業費 事業費

商工グループ 2,000 3,200
160201 3年間の事業費 5,200

ローリ
ング前

3,200 事業費

起業・創業支援補助⾦
計画的な起業・創業を図る事業者に対し経費の一部
を補助することにより、新たな起業と雇用の創出を
支援し、産業の活性化を図る。また、若い企業者に
対しては家賃等の一部も⼥性誌、商店街のにぎわい
を創出する。

これまでに11件が起業
しており、商店街に活
性化、空き店舗対策に
なっていると考える。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

起業化支援事業補助金  2000

個別計画
― 〇 ― 事業費 2,000 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

起業化支援事業補助金  2000
チャレンジ起業補助金  1200

起業化支援事業補助金  2000 ☆☆
これまでの効果

決算額 2,000 事業費 2,000 継続 維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 起業化支援事業補助金　2件

10505 事業費 事業費 事業費160107 3年間の事業費 150

ローリ
ング前

事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

地域雇用創出事業
労働⼒不⾜や後継者不⾜問題に対し、通年で働くことが出来る
よう⼤空町独⾃の雇用システムを調査・検証を⾏っている。ま
た、地域雇用コーディネーターが、求職者の相談、職場体験、
インターンシップなど、就労・起業の支援、「⼤空町地域雇用
創出協議会」と連携し、地域産業の振興を進める。

将来的には全ての業
種を含めた独⾃の雇
用システムを構築
し、組織化を図り、
⾃⽴的な運営が図れ
る法人の設⽴を目指
す。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

大空町地域雇用創出協議会負担金１５０千円 ☆

農業グループ 150

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

決算額 150 事業費 150 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ①-７ 大空町地域雇用創出協議会負担金１５０千
円

☆☆
予算の妥当性

☆
予算の妥当性

維持


